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日
報
社
に
入
社
し
た
菊
池
君

は
、
２
０
２
１
年
11
月
か
ら
２

０
２
３
年
３
月
ま
で
「
第
63
次

南
極
地
域
観
測
隊
（
越
冬
隊
）」

に
同
行
。
地
方
紙
の
記
者
と
し

て
は
初
め
て
の
越
冬
隊
同
行

で
、
岩
手
日
報
社「
南
極
支
局
」

の
記
者
と
し
て
、
お
よ
そ
５
０

０
日
に
わ
た
る
極
地
で
の
気
象

観
測
や
生
活
の
よ
う
す
を
発
信

し
て
き
た
。

　

講
演
会
で
は
、
観
測
隊
の
目

的
と
任
務
、
隊
員
た
ち
の
食
事

や
休
日
の
過
ご
し
方
、
南
極
の

自
然
と
動
物
な
ど
に
つ
い
て
、

自
身
が
撮
影
し
た
写
真
と
と
も

次
の
時
代
の
同
窓
会
の
形
を

作
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
」

　

そ
の
後
、
学
校
法
人
岩
手
奨

学
会
理
事
長
・
三
田
義
之
さ
ん

（
岩
手
奨
学
会
常
務
理
事
・
村

井
伸
吾
さ
ん
代
読
）、
岩
手
中

学
・
高
等
学
校
校
長
・
和
田
健

一
郎
さ
ん
に
よ
る
来
賓
祝
辞
、

次
に
母
校
へ
の
記
念
品
贈
呈
が

行
わ
れ
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
（
27

人
乗
り
）
１
台
、
本
校
航
空
写

真
デ
ー
タ
（
ド
ロ
ー
ン
撮
影
）

一
式
が
目
録
で
贈
呈
さ
れ
た
。

　

続
く
感
謝
状
贈
呈
で
は
、
同

窓
会
活
動
の
発
展
に
寄
与
し
た

前
会
長
の
小
枝
指
博
君
（
新
９

回
生
）
と
、
多
大
な
寄
付
に
よ

り
貢
献
し
た
佐
藤
忠
男
君
（
新

12
回
生
）
が
功
労
者
と
し
て
登

壇
。
村
井
会
長
よ
り
感
謝
状
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。
ま
た
、

90
周
年
記
念
事
業
寄
付
協
力
者

と
し
て
、
一
般
募
金
の
部
を
代

表
し
東
野
久
松
君
（
新
７
回

生
）、
企
業
広
告
の
部
代
表
で

株
式
会
社
橋
市
が
表
彰
さ
れ
た
。

第
３
部
・
祝
賀
会

校
歌
斉
唱
で
フ
ィ
ナ
ー
レ

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
祝
賀
会

で
は
、
副
会
長
の
武
藤
正
吾
君

が
登
壇
。
開
会
の
こ
と
ば
と
し

て
「
学
校
の
発
展
を
支
え
る
こ

と
が
、
同
窓
会
活
動
の
大
き
な

源
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
同

窓
生
一
同
団
結
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
」と
呼
び
か
け
る
と
、会

場
は
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
た
。

　

そ
の
後
、
本
堂
顕
君
（
新
５

回
）
の
乾
杯
の
音
頭
に
よ
り
祝

宴
が
ス
タ
ー
ト
。
コ
ロ
ナ
禍
を

経
て
久
々
に
顔
を
合
わ
せ
た
同

石
桜
同
窓
会
設
立
90
周
年

記
念
式
典　
次
第

■
第
１
部 

記
念
講
演
会 

■
第
２
部 

記
念
式
典

開
式
の
辞 

黙
祷

式
辞 

祝
辞 

母
校
へ
の
記
念
品
贈
呈 

功
労
賞
・
感
謝
状
贈
呈 

閉
式
の
辞

■
第
３
部 

記
念
祝
賀
会

開
会
の
こ
と
ば 

乾
杯 

祝
宴 

校
歌
斉
唱 

閉
会
の
こ
と
ば

第
１
部
は
、
同
窓
生
に
よ
る
記

念
講
演
会

　

第
１
部
は
、中
村
公
紀
君（
新

61
回
生
）の
司
会
進
行
の
も
と
、

菊
池
健
生
君
（
新
61
回
生
）
に

よ
る
記
念
講
演
会
「
南
極
探た

ん
け
ん見

５
０
０
日
」
が
行
わ
れ
た
。

　

２
０
０
９
年
に
岩
手
高
校
を

卒
業
し
、
２
０
１
３
年
に
岩
手

窓
生
と
の
再
会
を
喜
び
、
お
互

い
の
近
況
や
昔
話
に
花
を
咲
か

せ
た
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
中
村
一

君
（
新
19
回
生
）、
長
谷
川
良

久
君
（
新
20
回
生
）
の
先
導
に

よ
り
、
全
員
で
校
歌
を
斉
唱
。

「
旭
日
に
に
お
う
桜
花
〜
」
と

声
高
ら
か
に
歌
い
上
げ
、
最
後

は
「
フ
レ
ー
フ
レ
ー
岩
手
」
と

エ
ー
ル
で
締
め
く
く
っ
た
。

総
会
は
理
事
会
で
決
議
し
た
こ

と
を
報
告

　

令
和
４
年
度
の
総
会
は
、
記

念
事
業
実
施
の
た
め
開
催
は
せ

ず
、
総
会
付
議
事
項
を
理
事
会

に
お
い
て
決
議
。
記
念
式
典
会

場
で
総
会
議
案
書
を
配
布
し
、

報
告
と
し
た
。（
詳
細
は
２
ペ
ー

ジ
）

石桜同窓会設立 90 周年記念式典を開催石桜同窓会設立 90 周年記念式典を開催

　

令
和
５
年
８
月
19
日
（
土
）、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
本
館

で
「
石
桜
同
窓
会
設
立
90
周
年
記
念
式
典
」
が
開
催
さ
れ
た
。
講

演
会
・
式
典
・
祝
賀
会
の
３
部
構
成
で
執
り
行
わ
れ
、
同
窓
生

1
1
0
名
位
が
参
加
。
90
年
の
歴
史
を
改
め
て
胸
に
刻
み
、
会
の

さ
ら
な
る
発
展
を
祈
念
し
た
。

に
紹
介
。「
暮
ら
し
ぶ
り
は
日

本
に
い
る
と
き
と
あ
ま
り
変
わ

り
ま
せ
ん
が
、
ゴ
ミ
の
処
理
や

水
の
使
い
方
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

こ
と
が
生
活
に
直
結
し
、
そ
れ

が
環
境
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
を
実
感
し
た
」
と
振
り
返
り

「
日
本
に
戻
っ
て
か
ら
も
ゴ
ミ

の
分
別
、
節
水
の
徹
底
な
ど
引

き
続
き
意
識
し
て
い
き
た
い

し
、
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に

も
、
改
め
て
意
識
し
て
も
ら
え

た
ら
と
思
い
ま
す
」と
語
っ
た
。

第
２
部
・
記
念
式
典

功
労
者
に
感
謝
状

　

第
２
部
の
記
念
式
典
は
、
前

野
純
一
君
（
新
45
回
生
）
が
司

会
を
担
当
。
石
桜
同
窓
会
副
会

長
・
武
藤
正
吾
君（
新
14
回
生
）

に
よ
る
開
式
の
辞
、
同
窓
会
員

物
故
者
へ
の
黙
祷
に
続
き
、
石

桜
同
窓
会
会
長
・
村
井
紀
之
君

（
新
18
回
生
）
が
登
壇
。
次
の

よ
う
に
式
辞
を
述
べ
た
。

　
「
本
日
は
、
石
桜
同
窓
会
設

立
90
年
式
典
の
挙
行
に
あ
た

り
、
多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
臨

席
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か

ら
同
窓
会
活
動
に
ご
理
解
、
ご

協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。（
中
略
）

　

昭
和
８
年
の
同
窓
会
発
足
か

ら
、
昭
和
、
平
成
、
令
和
と
続

い
て
き
た
90
年
の
歴
史
は
、
先

輩
方
の
母
校
愛
と
後
輩
た
ち
へ

の
想
い
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く

引
き
継
が
れ
て
き
た
証
で
す
。

我
々
も
大
切
に
後
進
へ
と
引
き

渡
し
つ
つ
、
ぜ
ひ
多
く
の
世
代

の
同
窓
生
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
積
極
的
に
交
流
を
重
ね
、

岩手奨学会理事長三田義
之様より祝辞（岩手奨学
会常務理事村井伸吾様代
読）

祝辞　和田校長

祝賀会 乾杯応援歌

式典 懇親会

講演

会長挨拶講師　菊池さん

　

同
窓
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
よ
り
同
窓
会
活
動
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昭
和
８
年
に
石
桜
同
窓
会
が

発
足
し
て
か
ら
、
今
年
で
同
窓

会
設
立
90
周
年
と
な
り
ま
し

た
。
令
和
３
年
よ
り
準
備
し
て

ま
い
り
ま
し
た
90
周
年
記
念
事

業
は
、
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
て
主
要
な
行
事
を
無
事

に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
記
念
事
業
推
進
の
た
め
ご

寄
付
を
お
寄
せ
く
だ
さ
っ
た
同

窓
生
の
皆
様
と
学
校
関
係
者
の

方
々
へ
、
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
改
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
事
業
運
営
に
際

し
て
90
周
年
記
念
事
業
実
行
委

員
会
を
は
じ
め
、
同
窓
会
理
事

の
皆
様
、
そ
し
て
多
く
の
同
窓

生
及
び
先
生
方
に
は
、
ご
多
忙

の
中
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り

ま
し
た
こ
と
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
記
念
事
業
の
最
後

に
は
石
桜
同
窓
会
の
記
念
誌
を

令
和
6
年
２
月
に
発
刊
予
定
で

す
の
で
、
最
後
ま
で
楽
し
み
に

お
待
ち
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ

ま
す
。
な
お
、
本
年
度
の
総
会

は
同
窓
会
設
立
90
周
年
記
念
式

典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

特
別
措
置
と
し
て
理
事
会
の
決

議
を
も
っ
て
総
会
の
決
議
に
替

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

世
界
的
な
感
染
症
流
行
と
い

う
未
曽
有
の
困
難
の
真
っ
た
だ

中
で
の
事
業
、
多
く
の
厳
し
い

制
約
の
中
で
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
の

で
、
至
ら
な
い
点
も
多
々
あ
っ

た
か
と
存
じ
ま
す
。
当
初
の
目

標
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
も
の

も
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご

理
解
と
温
か
い
ご
支
援
、
時
に

は
愛
あ
る
叱
咤
激
励
を
い
た
だ

き
何
と
か
こ
こ
ま
で
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
困
難
な
状

況
に
お
い
て
、
よ
り
一
層
一
致

団
結
し
て
記
念
事
業
を
進
め
ら

れ
た
こ
と
に
、
諸
先
輩
方
の
志

を
引
き
継
い
だ
石
桜
同
窓
生
と

し
て
の
底
力
を
感
じ
ま
し
た
。

後
輩
達
に
も
こ
の
伝
統
や
志
を

大
事
に
し
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
の

社
会
の
変
化
に
も
対
応
し
た
同

窓
会
と
し
て
役
割
を
果
た
し
て

く
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

　

結
び
に
母
校
の
更
な
る
発
展

と
、
同
窓
生
の
皆
様
の
ご
健
勝

と
ご
活
躍
を
祈
念
し
て
挨
拶
と

致
し
ま
す
。

会 長 挨 拶
石桜同窓会会長　村 井 紀 之

石 桜 同 窓 会
盛 岡 市 長 田 町
岩 手 高 等 学 校 内
info@sekiou-ob.com
TEL 019-624-4445
FAX 019-651-3454
印刷山口北州印刷㈱
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記念誌表紙

DVD 視聴風景

石
桜
同
窓
会
90
周
年
記
念
事
業
　
第
2
弾

　
母
校
に
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
贈
呈
式

　
「
令
和
4
年
度
の
第
2
回
理

事
会
」
が
令
和
5
年
7
月
14
日

（
金
）に
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
い
わ
て

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

司
会
は
中
山
泰
志
事
務
局
長

が
務
め
、村
井
会
長
よ
り
挨
拶
、

来
賓
紹
介
後
議
長
に
中
村
一
総

務
担
当
常
任
理
事
を
指
名
し
て

議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　

協
議
事
項
は
、

　

第
1
号
議
案　

令
和
4
年
度

事
業
経
過
報
告
に
つ
い
て

　

第
2
号
起
案　

令
和
4
年
度

一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
ク
ラ

ブ
育
成
基
金
決
算
報
告
並
び
に

監
査
報
告

　

第
3
号
議
案　

令
和
5
年
度

事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

　

第
4
号
議
案　

令
和
5
年
度

一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
ク
ラ

ブ
育
成
基
金
予
算
（
案
）
に
つ

い
て

　

第
5
号
議
案　

令
和
4
年
度

90
周
年
記
念
事
業
経
過
報
告
に

つ
い
て

　

第
6
号
議
案　

令
和
4
年
度

90
周
年
記
念
事
業
決
算
報
告
並

び
に
監
査
報
告
に
つ
い
て

　

第
7
号
議
案　

令
和
5
年
度

90
周
年
記
念
事
業
事
業
計
画

（
案
）
に
つ
い
て

　

第
8
号
議
案　

令
和
5
年
度

90
周
年
記
念
事
業
予
算
（
案
）

に
つ
い
て

　

こ
こ
ま
で
の
審
議
に
つ
い
て

は
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
9
号
議
案　

令
和
5
年
度

総
会
対
策
に
つ
い
て

　

本
年
の
総
会
は
90
周
年
記
念

式
典
、
記
念
講
演
等
で
時
間
的

に
余
裕
が
な
い
こ
と
か
ら
、
会

則
の
付
則
3
「
不
測
の
事
態
の

発
生
な
ど
や
む
を
得
な
い
事
情

で
総
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
、
理
事
会
を
総
会

に
次
ぐ
議
決
機
関
と
し
て
、
そ

の
決
議
を
総
会
の
決
議
と
す

る
」
を
適
用
し
て
、
第
2
回
理

事
会
の
決
定
を
総
会
の
決
議
と

し
て
決
定
す
る
こ
と
を
満
場
一

致
で
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
10
号
議
案　

90
周
年
記
念

事
業
に
つ
い
て

　

90
周
年
記
念
式
典
の
実
施
計

画
に
つ
い
て
90
周
年
記
念
実
行

と
同
部
会
の
赤
澤
征
夫
実
行
委

員
よ
り
記
念
誌
の
表
紙
（
機
関

決
定
済
み
）
の
紹
介
と
記
念
誌

関
係
に
つ
い
て
、
以
下
の
報
告

が
あ
っ
た
。

記
念
誌
編
集
の
コ
ン
セ
プ
ト
と

し
て

・ 

記
録
誌
的
に
編
集
作
成
す
る

（
同
窓
会
の
長
い
歴
史
を

知
っ
て
も
ら
う
）

・ 

同
窓
会
の
資
料
と
し
て
歴
史

を
次
代
の
同
窓
生
に
継
承
す

る
。

・ 

読
ま
れ
る
記
念
誌
で
あ
る
こ

と
が
重
要
。

　

 

そ
の
た
め
に
は
出
来
る
だ
け

写
真
を
多
用
し
白
黒
写
真
は

A
I
に
よ
る
カ
ラ
ー
化
し
て

使
用
す
る
。

　

 

同
窓
会
H
P
よ
り
U
R
L
を

記
載
し
て
詳
細
を
検
索
で
き

る
よ
う
工
夫
す
る
。

・ 

記
念
誌
タ
イ
ト
ル
「
石
桜
同

窓
会 

90
年
の
軌
跡
」

・
発
行
部
数　

1
、
0
0
0
冊

・ 

発
行
日　

令
和
５
年
12
月
２

日
（
大
安
）

　

な
ど
の
報
告
が
あ
っ
た
。

第
11
号
議
案　
役
員
改
選
に
つ

い
て

　

今
年
が
役
員
改
選
の
年
に
当

た
る
こ
と
か
ら
以
下
に
つ
い
て

提
案
し
た
。

　

常
任
理
事
野
村
誠
（
新
1
回

生
）
老
齢
の
た
辞
任
の
申
し
出

が
あ
り
受
理
さ
れ
た
。

　

新
常
任
理
事
に
谷
藤
大
樹

（
新
52
回
生
）
を
選
任
し
他
は

村
井
会
長
以
下
全
員
留
任
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
12
号
議
案　

そ
の
他
で

は
、
同
窓
会
会
報
第
48
号
（
11

月
発
行
予
定
）
は
90
周
年
記
念

特
別
号
と
し
て
1
面
を
カ
ラ
ー

印
刷
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　

理
事
会
終
了
後
は
別
室
の
懇

親
会
会
場
に
移
動
し
て
、
懇
親

会
開
会
前
に
す
で
に
実
施
済
み

の
記
念
事
業
3
件
の
D
V
D
を

視
聴
し
ま
し
た
。

　

司
会
進
行
は
中
村
一
が
務

め
、
和
田
健
一
郎
学
校
長
よ
り

挨
拶
を
頂
戴
し
、
乾
杯
の
音
頭

は
新
12
回
生
の
佐
藤
忠
雄
理
事

の
「
母
校
に
栄
光
あ
れ
」
と
一

同
声
高
ら
か
に
乾
杯
を
し
、
懇

親
会
に
入
り
ま
し
た
。

　

役
員
同
士
で
夫
々
情
報
交
換

を
兼
ね
て
親
睦
を
図
り
、
中
締

め
は
新
3
回
生
久
慈
竜
也
理
事

の
音
頭
で
一
本
締
め
で
占
め
て

頂
き
、
実
り
の
あ
る
懇
親
会
を

終
了
し
ま
し
た
。

90
年
の
軌
跡�

石
桜
同
窓
会

石桜同窓会

Anniversary

90th
Since 1933
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令和4年度 第2回理事会

理事会が会則に基づき理事会が会則に基づき
総会議案決議総会議案決議

　

　

90
周
年
記
念
事
業
の
第
１
弾

と
し
て
「
石
割
桜
に
向
か
っ
て

校
歌
を
歌
お
う
」
を
令
和
５
年

４
月
16
日
（
日
）
午
前
７
時
よ

り
、
岩
手
県
議
会
棟
前
（
石
割

桜
の
隣
）
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

趣
旨
は
、
我
が
母
校
岩
手
中

学
校
・
岩
手
高
等
学
校
は
、
名

勝
「「
石
割
桜
」
を
シ
ン
ボ
ル

に
不
撓
不
屈
、
質
実
剛
健
の
気

一
度
「
石
桜
精
神
」
の
思
い
を

新
た
に
母
校
に
エ
ー
ル
を
送
る

と
と
も
に
、
岩
手
中
学
校
・
岩

手
高
等
学
校
の
今
後
の
ま
す
ま

す
の
発
展
に
寄
与
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

　

参
加
者
は
約
70
名
で
、
今
回

の
開
催
は
記
念
事
業
と
い
う
こ

と
で
母
校
か
ら
学
校
長
、
先
生

そ
し
て
生
徒
会
、
応
援
団
等
大

勢
の
特
別
協
賛
参
加
を
し
て
頂

き
花
を
添
え
て
頂
き
ま
し
た
。

　

司
会
進
行
は
菅
原
一
也
（
新

31
回
生
）
が
務
め
副
会
長
の
熊

谷
鉄
郎
（
新
20
回
生
）
の
開
会

の
こ
と
ば
で
始
ま
り
、
来
賓
の

岩
手
奨
学
会
理
事
長
三
田
義
之

様
よ
り
挨
拶
（
メ
ッ
セ
ー
ジ
和

田
校
長
代
読
）
続
い
て
母
校
岩

手
中
・
高
等
学
校
学
校
長
の
和

田
健
一
郎
様
よ
り
挨
拶
を
賜
り

ま
し
た
。

　

本
番
で
あ
る
校
歌
斉
唱
は
母

校
鹿
内
雄
太
応
援
団
長
が
主
体

に
な
り
、
同
窓
会
よ
り
中
村
一

（
新
19
回
生
）
長
谷
川
良
久
（
新

20
回
生
）
が
サ
ブ
と
な
り
合
同

の
音
頭
の
も
と
校
歌
を
石
割
桜

に
向
か
っ
て
堂
々
と
力
強
く
斉

唱
し
ま
し
た
。
常
任
理
事
の
明

戸
均
（
新
21
回
生
）
の
閉
会
の

こ
と
ば
の
後
、
記
念
写
真
撮
影

し
記
念
事
業
第
１
弾
を
成
功
裏

で
終
了
し
ま
し
た
。

石
桜
同
窓
会
90
周
年
記
念
事
業
　
第
1
弾

　
石
割
桜
に
向
か
っ
て
校
歌
を
歌
お
う

　

90
周
年
記
念
事
業
と
し
て
母

校
に
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
２
台
寄
贈

す
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
寄
付

金
の
関
係
で
ひ
と
ま
ず
先
行
し

て
１
台
を
母
校
に
寄
贈
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　

そ
の
贈
呈
式
を
母
校
体
育
館

で
令
和
５
年
４
月
26
日
に
母
校

体
育
館
で
挙
行
し
ま
し
た
。
出

席
は
同
窓
会
よ
り
実
行
委
員
長

の
村
井
紀
之
、
副
実
行
委
員
長

の
武
藤
正
吾
、
熊
谷
哲
夫
、
明

戸
均
と
実
行
委
員
の
赤
澤
征

夫
、
中
村
公
紀
。
母
校
よ
り
学

校
長
の
和
田
健
一
郎
他
先
生
と

全
校
生
徒
が
出
席
。

　

次
第
は
最
初
に
同
窓
会
村
井 

紀
之
実
行
委
員
長
（
石
桜
同
窓

会
会
長
）
よ
り
挨
拶
を
し
、
続

い
て
お
礼
の
挨
拶
を
和
田
健
一

郎
学
校
長
よ
り
頂
戴
し
ま
し
た
。 　

続
い
て
寄
贈
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

の
全
貌
が
わ
か
る
動
画
を
上
映

し
、
全
生
徒
か
ら
歓
声
の
声
が

発
せ
ら
れ
ま
し
た
。
贈
呈
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
の
キ
ー
（
レ
プ
リ
カ

キ
ー
）
を
村
井
実
行
委
員
長
よ

り
松
本
一
志
生
徒
会
長
に
贈
呈

し
ま
し
た
。
返
礼
の
花
束
贈
呈

が
村
松
杜
一
郎
生
徒
会
副
会
長

よ
り
村
井
委
員
長
に
あ
り
、
和

田
学
校
長
よ
り
感
謝
状
の
贈
呈

が
あ
っ
た
。

「
本
日
は
先
輩
方
に
よ
る
最

高
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
い
た
だ

き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。（
中
略
）
こ
の
バ
ス

を
使
い
、
さ
ら
な
る
岩
手

中
・
高
等
学
校
の
活
躍
を
先

輩
方
に
誓
い
ま
す
。

こ
の
た
び
の
先
輩
方
の
ご
尽

力
に
よ
る
最
高
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
、
心
か
ら
感
謝
し
な
が

ら
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

と
松
本
生
徒
会
長
よ
り
お
礼
の

こ
と
ば
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
返
礼
と
し
て
鹿
内
雄

太
応
援
団
長
の
リ
ー
ド
で
全
校

生
徒
に
よ
る
校
歌
斉
唱
と
同
窓

会
に
た
い
す
る
エ
ー
ル
を
頂
戴

し
て
贈
呈
式
は
無
事
終
了
し
ま

し
た
。

　

記
念
事
業
第
３
弾
と
し
て

「
記
念
ゴ
ル
フ
大
会
」
を
令
和

５
年
５
月
14
日
に
参
加
者
38
名

で
盛
岡
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
は
午
前
７
時
40
分
か

ら
で
、
最
初
に
主
催
者
挨
拶
を

村
井
紀
之
90
周
年
実
行
委
員
長

よ
り
あ
り
、
続
い
て
ゴ
ル
フ
担

当
理
事
の
高
橋
明
典
（
新
22
回

生
）
よ
り
競
技
方
法
等
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

記
念
写
真
撮
影
後
ア
ウ
ト
、

イ
ン
コ
ー
ス
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
優

勝
を
目
指
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

競
技
終
了
後
２
F
コ
ン
ペ

ル
ー
ム
で
表
彰
式
を
行
い
、
栄

え
あ
る
記
念
ゴ
ル
フ
大
会
の
優

勝
者
は
吉
田
公
一（
新
13
回
生
）

で
し
た
。
２
位
熊
谷
憲
治
（
新

18
回
生
）、
３
位
は
千
田
丈
人

（
新
15
回
生
）
で
し
た
。
特
別

賞
は
永
年
に
わ
た
り
石
桜
ゴ
ル

フ
等
に
尽
力
し
た
功
績
に
よ
り

斎
藤
富
夫
（
新
13
回
生
）、
５

月
５
日
に
八
幡
平
C
C
で
開
催

さ
れ
た
I
B
C
テ
レ
ビ
第
28
回

岩
手
県
高
校
O
B
対
抗
ゴ
ル
フ

大
会
で
見
事
優
勝
し
た
岩
手
高

校
C
チ
ー
ム
（
新
５
回
生
の
杉

江
宏
司
、
浦
田
秀
夫
、
吉
田
久

勝
、
千
田
丈
外
）
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
こ
で
サ
プ
ラ
イ
ズ
が
発
生

し
ま
し
た
。
先
述
の
O
B
対
抗

の
大
会
で
優
勝
し
た
チ
ー
ム
は

必
ず
テ
レ
ビ
放
映
の
た
め
に
校

歌
を
歌
う
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
お
り
こ
の
会
場
で
校
歌
斉

唱
の
録
画
撮
り
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
全
員
で
合
唱
し
花

を
添
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
で
大
い
に
盛
り
上
が
り

盛
大
な
記
念
ゴ
ル
フ
大
会
で
し

た
。

石
桜
同
窓
会
90
周
年
記
念
事
業
　
第
３
弾

　
記
念
ゴ
ル
フ
大
会

委
員
会
の
事
業
部

会
長
の
武
藤
正
吾

よ
り
詳
細
の
説
明

が
あ
り
記
念
誌
広

報
部
会
長
の
熊
谷

哲
郎
よ
り
岩
手
日

報
新
聞
広
告
の
図

案
、
掲
載
日
（
8

月
10
日
）
の
報
告

村井会長より優勝トロフィーを受ける優勝の吉田公一

ゴルフ記念写真

風
を
表
す
「
石
割
精
神
」
の
滋

養
が
建
学
の
精
神
と
な
っ
て
い

る
。

　

石
割
桜
の
よ
う
に
、
在
学
中

は
学
問
に
ス
ポ
ー
ツ
に
自
己
の

鍛
錬
の
た
め
に
鍛
え
ぬ
き
、
社

会
に
出
で
て
花
を
さ
か
せ
て
い

る
同
窓
生
の
み
ん
な
で
石
割
桜

に
向
か
っ
て
校
歌
を
歌
い
、
今
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石
桜
同
窓
会
90
周
年
記
念
事
業
　

 
一
般
寄
付
者

石
桜
同
窓
会
90
周
年
記
念
事
業
　

　
企
業
広
告

中
４
回
生	

村　

上　

和　

正

中
７
回
生	

青　

山　

晧　

一

旧
12
回
生	

久
保
澤　
　
　

稔

旧
15
回
生	

小
笠
原　

武　

志

旧
16
回
生	

大　

山　

哲　

男

旧
16
回
生	

下　

山　

和　

夫

旧
17
回
生	

菱　

川　

貞
三
郎

旧
17
回
生	

佐
々
木　

睦　

郎

新
１
回
生	

本　

間　
　
　

典

新
１
回
生	

佐
々
木　

哲　

孝

新
２
回
生	

佐　

藤　

克　

己

新
２
回
生	

渡　

辺　

勇
次
郎

新
３
回
生	

大　

山　
　
　

毅

新
３
回
生	

梅　

津　

敏　

昭

新
４
回
生	

高　

山　

一　

元

新
４
回
生	

小
野
寺　
　
　

哲

新
４
回
生	

多　

田　

豊　

彦

新
４
回
生	

上　

田　

勝　

彦

新
５
回
生	

渡　

邊　

真
由
美

新
５
回
生	

西　

島　

康　

之

新
５
回
生	

本　

堂　
　
　

顕

新
6
回
生	

宇
夫
方　

康　

夫

新
6
回
生	

丹　

内　

禅　

海

新
７
回
生	

古　

川　

知　

義

新
７
回
生	

滝　

本　
　
　

巌

新
７
回
生	

佐　

藤　

泰　

造

新
７
回
生	

伊　

藤　

健　

次

新
７
回
生	

東　

野　

久　

松

新
７
回
生	

伊　

藤　

一　

也

新
７
回
生	

宮　

永　

弘　

守

新
８
回
生	

高　

橋　

得　

三

新
８
回
生	

小　

野　

泰　

三

新
８
回
生	

千
葉
瑞
枝（
克
己
）

新
８
回
生	

高　

木　

智　

徳

新
８
回
生	

平　

井　
　
　

衛

新
８
回
生	

佐　

藤　

勝　

也

新
８
回
生	

後　

藤　

康　

文

新
８
回
生	

竹　

花　

國　

男

新
９
回
生	

小
山
田　

邦　

久

新
９
回
生	

赤　

澤　

征　

夫

新
９
回
生	

磯　

崎　

公　

一

新
９
回
生	

府　

金　

利　

廣

新
９
回
生	

山　

田　

耕　

三

新
９
回
生	

小　

林　

泰　

宏

新
９
回
生	

小
枝
指　
　
　

博

新
９
回
生	

佐
々
木　

久　

夫

新
９
回
生	

太　

田　

和　

夫

新
９
回
生	

宇
士
澤　

廣　

司

新
９
回
生	

高　

橋　
　
　

明

新
９
回
生	

澤　

田　

重　

安

新
10
回
生	

菊　

地　

治　

雄

新
10
回
生	

松　

岡　

直　

彦

新
10
回
生	

重　

茂　

佳　

伸

新
10
回
生	

中　

村　
　
　

實

新
10
回
生	

中　

村　

光　

紀

新
10
回
生	

東　
　
　
　
　

司

新
10
回
生	

佐
々
木　

利　

之

新
11
回
生	

柴　

田　

義　

春

新
11
回
生	

横　

矢　
　
　

裕

新
11
回
生	

菅　

原　

國　

嘉

新
11
回
生	

藤　

田　

良　

二

新
11
回
生	

村　

井　

栄　

輔

新
11
回
生	
五
日
市　

享　

児

新
11
回
生	
小　

原　

幸　

司

新
11
回
生	

北　

田　

芳　

男

新
11
回
生	

横　

田　

英　

司

新
12
回
生	

佐　

藤　

忠　

男

新
12
回
生	

吉　

田　

正　

範

新
12
回
生	

菅　

原　

紀　

繁

新
12
回
生	

小
笠
原　

定　

則

新
12
回
生	

上　

野　

吉　

朗

新
12
回
生	

沼　

田　

英　

雄

新
12
回
生	

細　

川　
　
　

正

新
12
回
生	

石　

村　
　
　

亘

新
12
回
生	

猿　

舘　

宣　

明

新
12
回
生	

瀬　

川　
　
　

武

新
12
回
生	

長　

澤　

嘉　

彦

新
12
回
生	

小
笠
原　

定　

則

新
12
回
生	

佐
々
木　

嘉　

七

新
12
回
生	

田　

村　

隆　

一

新
12
回
生	

大　

宮　
　
　

弘

新
12
回
生	

藤　

沢　

喜　

蔵

新
12
回
生	

吉　

田　

徳　

三

新
13
回
生	

佐　

藤　
　
　

洸

新
13
回
生	

菊　

地　

輝　

之

新
13
回
生	

葛　

原　

宏　

治

新
13
回
生	

菅　

野　
　
　

幸

新
13
回
生	

里　

見　

一　

栄

新
13
回
生	

小
笠
原　

克　

夫

新
13
回
生	

横　

沢　

大　

造

新
13
回
生	

佐　

藤　

寛　

治

新
13
回
生	

齋　

藤　

富　

夫

新
13
回
生	

齋　

藤　
　
　

篤

新
13
回
生	

安　

達　

幸　

雄

新
13
回
生	

高　

宮　

國　

雄

新
13
回
生	

館　

沢　

秀　

徳

新
13
回
生	

小
苅
米　

淳　

一

新
13
回
生	

小　

原　

紀　

彰

新
14
回
生	

花　

舘　

和　

衛

新
14
回
生	

熊　

谷　

正　

弘

新
14
回
生	

瀬　

川　

徹　

夫

新
14
回
生	

小　

西　

征　

史

新
14
回
生	

阿　

部　

建　

雄

新
14
回
生	

佐　

藤　

弘　

吉

新
14
回
生	

武　

藤　

正　

吾

新
14
回
生	

森　

田　

眞　

司

新
14
回
生	

永　

井　

敏　

雄

新
14
回
生	

中　

村　

栄　

孝

新
14
回
生	

日　

澤　

昭　

男

新
14
回
生	

矢　

澤　

俊　

夫

新
14
回
生	

瀬　

川　

深　

志

新
15
回
生	

樋　

沢　
　
　

晃

新
15
回
生	

高　

橋　

敏　

明

新
15
回
生	

高　

橋　

保　

夫

新
15
回
生	

阿　

部　

勝　

洋

新
15
回
生	

三
田
地　

利　

之

新
15
回
生	

中　

村　
　
　

轟

新
15
回
生	

七
木
田　

一　

善

新
15
回
生	

佐　

藤　

英　

司

新
15
回
生	

小
田
島　

隆　

三

新
15
回
生	

佐　

藤　

正　

隆

新
15
回
生	

肥　

田　

秀　

彦

新
15
回
生	

道　

又　

和　

人

新
15
回
生	

藤　

村　

昌　

信

新
15
回
生	

栃　

内　

秀　

彦

新
16
回
生	

滝　

浦　

弘　

士

新
16
回
生	

近　

藤　

彰　

三

新
16
回
生	

山　

本　

茂　

紀

新
16
回
生	

越　

戸　

國　

雄

新
16
回
生	

見　

世　

久　

也

新
17
回
生	

泉　

田　

栄　

一

新
17
回
生	
大　

澤　

成　

康

新
17
回
生	
熊　

谷　

怜　

一

新
17
回
生	

照　

井　

駿　

一

新
17
回
生	

藤　

枝　

順　

一

新
17
回
生	

藤　

尾　

東　

泉

新
17
回
生	

小
笠
原　

常　

之

新
17
回
生	

餘　

目　

英　

男

新
17
回
生	

二　

上　

憲　

育

新
17
回
生	

岸　

本　

裕　

一

新
18
回
生	

古　

関　

裕　

平

新
18
回
生	

高　

橋　

弘　

一

新
18
回
生	

米　

谷　

春　

夫

新
18
回
生	

兼　

平　

俊　

朗

新
18
回
生	

藤　

澤　
　
　

昇

新
18
回
生	

立　

花　
　
　

等

新
18
回
生	

井　

上　

利　

一

新
18
回
生	

吉　

田　

勝　

次

新
18
回
生	

越　

戸　

輝　

雄

新
18
回
生	

熊　

谷　

憲　

治

新
18
回
生	

工　

藤　

和　

夫

新
18
回
生	

米　

内　
　
　

正

新
18
回
生	

竹　

原　

純　

悦

新
18
回
生	

古　

山　

明　

広

新
18
回
生	

照　

井　

武　

彦

新
18
回
生	

村　

井　

紀　

之

新
18
回
生	

井　

上　

保　

雄

新
19
回
生	

金　

沢　

正　

明

新
19
回
生	

笹　

田　

裕　

一

新
19
回
生	

荒　

屋　

明　

生

新
19
回
生	

難　

波　

保　

夫

新
19
回
生	

藤　

岡　

知　

昭

新
19
回
生	

秋　

浜　

一　

夫

新
19
回
生	

中　

村　
　
　

一

新
19
回
生	

藤　

澤　

牧　

夫

新
19
回
生	

十
和
田　

紳　

一

新
19
回
生	

小　

松　

世　

潮

新
19
回
生	

立　

花　

正　

男

新
19
回
生	

櫻　

井　
　
　

勇

新
19
回
生	

八
重
樫　
　
　

仁

支
部
だ
よ
り

■
東
京
石
桜
同
窓
会
が
4
年
ぶ

り
に
総
会
・
懇
親
会
を
開
催

　

東
京
石
桜
同
窓
会
（
会
長
・

前
関
邦
明　

新
23
回
生
）
は
10

月
７
日
、「
第
41
回
東
京
石
桜

同
窓
会
の
つ
ど
い
」
を
東
京
都

台
東
区
の
上
野
精
養
軒
で
開
催

し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
３
年

間
に
わ
た
っ
て
中
止
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
実
に
４
年
ぶ
り
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
併
せ
て
創

立
40
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き

会
合
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

今
回
は
午
前
11
時
に
開
始
と
、

開
催
時
間
帯
を
見
直
し
、
早
目

に
終
え
て
無
理
な
く
帰
宅
で
き

る
よ
う
に
配
慮
も
し
ま
し
た
。

そ
う
し
た
こ
と
も
あ
り
、来
賓
、

恩
師
、
本
校
関
係
者
を
含
め
た

参
加
者
は
50
人
近
く
に
達
し
、

終
始
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の
中

で
、
同
期
の
仲
間
ら
と
の
再
会

を
喜
び
合
う
光
景
が
あ
ち
こ
ち

で
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
１
部
は
盛
岡
市
で
も
個
展

を
開
催
し
た
パ
リ
在
住
の
画

家
、
宇
津
宮
功
さ
ん
（
新
15
回

生
）
の
講
演
会
。
宇
津
宮
さ
ん

は
絵
画
に
対
す
る
自
身
の
世
界

観
を
披
露
す
る
と
と
も
に
、
恩

師
で
あ
る
小
笠
原
哲
二
先
生
の

思
い
出
な
ど
も
独
特
の
し
っ
か

り
と
し
た
口
調
で
語
り
、
参
加

者
の
絵
画
へ
の
興
味
を
搔
き
立

て
ま
し
た
。

　

講
演
に
続
い
て
第
２
部
の
令

和
５
年
度
総
会
・
懇
親
会
に
移

り
、
総
会
で
は
満
場
一
致
で
報

告
事
項
の
承
認
を
得
て
終
了
。

次
い
で
懇
親
会
に
入
り
ま
し

た
。
懇
親
会
で
は
ま
ず
前
関
会

長
が
挨
拶
に
立
ち
、
会
合
へ
の

出
席
が
で
き
な
か
っ
た
本
会
名

誉
会
長
で
、
岩
手
奨
学
会
の
三

田
義
之
理
事
長
が
寄
せ
た
同
窓

会
活
動
へ
の
感
謝
の
意
を
示
し

た
挨
拶
文
を
代
読
し
ま
し
た
。

そ
の
後
の
挨
拶
で
前
関
会
長

は
、
同
窓
会
の
会
合
は
形
を
変

え
て
で
も
継
続
し
て
い
き
た
い

旨
を
明
言
し
ま
し
た
。
続
い
て

来
賓
で
あ
る
石
桜
同
窓
会
の
村

井
紀
之
会
長
（
新
18
回
生
）
が

登
壇
し
、
同
窓
会
の
本
校
へ
の

支
援
の
詳
細
や
、
盛
岡
市
で
開

い
た
同
窓
会
創
立
90
周
年
式
典

の
様
子
な
ど
を
説
明
し
、
今
後

の
方
針
な
ど
に
も
触
れ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
本
校
か
ら
は
ラ
グ

ビ
ー
部
の
顧
問
も
務
め
る
田
中

館
光
先
生
（
新
47
回
生
）
に
出

席
い
た
だ
き
、
最
近
の
在
校
生

の
学
業
や
ク
ラ
ブ
活
動
で
の
活

躍
ぶ
り
な
ど
を
説
明
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
第
７
代

校
長
の
池
口
杜
孝
先
生
が
恩
師

と
し
て
元
気
な
姿
で
駆
け
つ
け

て
く
れ
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て

学
び
舎
で
の
思
い
出
や
最
近
の

日
常
生
活
の
様
子
な
ど
を
披
露

し
、
会
場
を
大
い
に
沸
か
せ
ま

し
た
。

　

今
回
は
東
京
石
桜
同
窓
会
が

創
立
40
周
年
を
迎
え
た
こ
と
か

ら
記
念
企
画
と
し
て
、
本
部
の

赤
澤
征
夫
常
任
理
事
（
新
９
回

生
）
が
、
戦
前
の
旧
制
中
学
当

時
に
組
織
さ
れ
た
在
京
岩
中
同

窓
会
か
ら
脈
々
と
同
窓
会
の
灯

が
守
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
明
か

し
、
知
ら
れ
ざ
る
事
実
に
参
加

者
を
驚
か
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
鎌
田
耕
一
郎
さ
ん

（
新
８
回
生
）
の
音
頭
で
乾
杯

し
、
会
場
は
お
酒
や
料
理
を
口

に
し
な
が
ら
の
思
い
出
話
に
花

が
咲
き
ま
し
た
。
鎌
田
さ
ん
は

岩
手
高
校
野
球
部
が
甲
子
園
大

会
に
初
出
場
し
た
昭
和
30
年
当

時
の
生
徒
会
長
で
、
応
援
へ
の

対
応
な
ど
、
思
い
が
け
な
い
騒

動
に
包
ま
れ
た
当
時
の
学
校
内

の
様
子
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
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ー
ト

新
31
回
生	

菅　

原　

一　

也

新
31
回
生	

佐
々
木　

隆　

孝

新
32
回
生	

宮　

野　
　
　

修

新
32
回
生	

久
保
田　

仁　

恒

新
33
回
生	

木　

村　
　
　

玄

新
33
回
生	

竹　

田　

浩　

人

新
34
回
生	

鳥　

居　
　
　

智

新
35
回
生	

斎　

藤　

健　

司

新
35
回
生	
関　

本　

貴　

裕

新
35
回
生	
舘　

澤　

一　

史

新
36
回
生	
渡　

辺　

昌　

文

新
36
回
生	

佐
々
木　

靖　

明

新
37
回
生	

石　

川　

修　

司

新
37
回
生	

金　

子　

眞　

也

新
37
回
生	

富　

岡　

靖　

博

新
38
回
生	

池　

野　

敬
太
郎

新
39
回
生	

大　

内　

剛　

俊

新
40
回
生	

古　

舘　

裕　

二

新
40
回
生	

田　

村　

英　

司

新
40
回
生	

西　

郷　

史　

郎

新
40
回
生	

三　

上　

吉　

仁

新
41
回
生	

菊　

地　

和　

也

新
41
回
生	

関　
　
　

由
貴
夫

新
41
回
生	

東　

本　

茂　

樹

新
41
回
生	

浅　

沼　

滋　

雄

新
42
回
生	

柴　

田　

克　

則

新
43
回
生	

千　

葉　
　
　

基

新
43
回
生	

山　

口　

大　

祐

新
43
回
生	

村　

上　

振
一
朗

新
43
回
生	

遠　

藤　

雅　

之

新
43
回
生	

金　

子　

雅　

信

新
43
回
生	

斎　

藤　

恵　

亮

新
43
回
生	

田　

中　

己　

大

新
44
回
生	

井
上
（
遠
藤
）
薫

新
45
回
生	

宮　

本　

憲　

彦

新
45
回
生	

佐　

藤　
　
　

匡

新
45
回
生	

丹　

内　

宏　

一

新
46
回
生	

豊　

巻　

弘　

道

新
46
回
生	

村　

井　

智　

紀

新
47
回
生	

田　

中　

嵩　

一

新
48
回
生	

藤　

村　

康　

徳

新
49
回
生	

宮　

崎　
　
　

力

新
50
回
生	

藤　

枝　
　
　

直

新
50
回
生	

大　

橋　

潤　

一

新
50
回
生	

松　

田　
　
　

満

新
51
回
生	

藤　

原　

秀　

徳

新
51
回
生	

印　

部　

孝　

輔

新
51
回
生	

高　

橋　

数　

馬

新
52
回
生	

本　

多　

真　

之

新
53
回
生	

藤　

澤　

和　

大

新
55
回
生	

岩　

間　

昭　

造

新
56
回
生	

近　

藤　

裕　

佑

新
57
回
生	

古
谷
田　

昭　

弘

新
58
回
生	

佐
々
木　

裕
太
郎

新
58
回
生	

田　

口　

智　

康

新
59
回
生	

吉　

田　

大　

裕

新
59
回
生	

相　

澤　

賢　

宏

新
59
回
生	

藤　

尾　

周　

平

新
59
回
生	

橋　

本　
　
　

衆

新
61
回
生	

熊　

谷　

和　

樹

新
５
回
生	

ホ
テ
ル
大
観

新
７
回
生	

東
野
建
設
工
業
株
式
会
社

新
７
回
生	

株
式
会
社
角
登
商
店

新
９
回
生	

医
療
法
人
あ
す
な
ろ
会
・
小
林
小
児
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

新
12
回
生	

株
式
会
社
プ
ラ
イ
ム
ホ
ー
ム

新
12
回
生	

株
式
会
社
佐
々
木
組

新
13
回
生	

有
限
会
社
月
の
輪
酒
造
店

新
13
回
生	

株
式
会
社
高
宮
商
店

新
15
回
生	

株
式
会
社
浦
田
燃
料

新
16
回
生	

笠
原
歯
科
医
院

新
17
回
生	

後
藤
医
院

新
17
回
生	

株
式
会
社
丸
藤
電
業
社

新
17
回
生	

前
川
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

新
17
回
生	

南
部
興
行
株
式
会
社

新
18
回
生	

株
式
会
社
マ
イ
ヤ

新
18
回
生	

株
式
会
社
佐
々
木
電
機
本
店

新
18
回
生	

菜
園
循
環
器
内
科
医
院

新
18
回
生	

有
限
会
社
村
井
ビ
ル

新
19
回
生	

株
式
会
社
東
和
本
社

新
20
回
生	

小
山
田
歯
科
医
院

新
20
回
生	

医
療
法
人
尽
誠
会　

田
中
歯
科
医
院

新
20
回
生	

金
峯
山　

沼
福
寺

新
21
回
生	

栃
内
脳
神
経
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

新
21
回
生	

株
式
会
社
初
駒

新
21
回
生	

ナ
チ
ュ
ラ
ル
コ
ム
株
式
会
社

新
22
回
生	

な
か
の
矯
正
歯
科

新
23
回
生	
北
日
本
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

新
24
回
生	
盛
岡
石
油
株
式
会
社

新
25
回
生	

岩
舘
電
気
株
式
会
社

新
29
回
生	

ア
ポ
ロ
石
油
株
式
会
社

新
30
回
生	

株
式
会
社
久
慈
設
計

新
31
回
生	

菅
原
オ
ー
ト
株
式
会
社

新
34
回
生	

昭
栄
建
設
株
式
会
社　
　

　
　
　

	

株
式
会
社
O
H
T
A
C
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

新
36
回
生	

株
式
会
社
下
河
原
組

新
37
回
生	

金
子
新
聞
販
売
株
式
会
社

新
40
回
生	

株
式
会
社
佐
々
由

新
44
回
生	

ム
ラ
タ
株
式
会
社

新
45
回
生	

株
式
会
社
ト
ラ
イ
ス　
　

新
45
回
生	

松
栄
商
事
株
式
会
社

新
45
回
生	

キ
ャ
ン
デ
ィ
ッ
ド
ウ
ェ
ブ
ク
リ
エ
イ
ト

新
45
回
生	

有
限
会
社
プ
ロ
パ
ー
ジ
ャ
パ
ン

新
46
回
生	

し
よ
う
げ
つ
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

新
46
回
生	

共
立
医
科
機
器
株
式
会
社

新
48
回
生	

平
和
観
光
開
発
株
式
会
社

新
50
回
生	

盛
岡
ガ
ス
燃
料
株
式
会
社

新
51
回
生	

医
療
法
人
愛
久
会
き
た
か
み
駅
前
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

新
52
回
生	

株
式
会
社
橋
市

新
55
回
生	

ブ
ル
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
株
式
会
社

新
74
回
生	

株
式
会
社
渡
電
気（
新
74
回
生
・
卒
業
生
）

協
賛
団
体	

中
村
北
条
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

 

〃 　

	

徳
清
倉
庫
株
式
会
社

　

 

〃	

株
式
会
社
紫
波
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク

　

 

〃	

盛
岡
ス
ポ
ー
ツ
施
設
株
式
会
社

　

 

〃	

岩
手
中
学
校
・
岩
手
高
等
学
校

　

 

〃	

三
田
農
林
株
式
会
社

　

 

〃	

株
式
会
社
三
田
商
店　

　

 

〃	

歯
科
医
師
石
櫻
会

　

 

〃	

東
京
石
桜
同
窓
会

　

 

〃	

新
18
回
生
同
期
会

　

 

〃	

新
20
回
生
同
期
会

　

 

〃	

山
口
北
州
印
刷
株
式
会
社

新
61
回
生	

相　

澤　
　
　

宏

新
61
回
生	

中　

村　

公　

紀

新
61
回
生	

近　

藤　

竜　

紀

新
62
回
生	

野　

中　
　
　

凌

新
62
回
生	

佐
々
木　
　
　

駿

新
62
回
生	

竹　

花　

国　

法

新
63
回
生	

相　

澤　

宏　

行

新
63
回
生	

佐
々
木　

大　

輝

新
64
回
生	

小
野
寺　

隼　

人

新
64
回
生	

川　

村　

敬　

彰

新
65
回
生	

澤　

井　

瑠　

架

新
65
回
生	

田　

口　

智　

之

新
65
回
生	

武　

田　

幸　

直

新
65
回
生	

田　

口　

智　

之

新
68
回
生	

馬　

渕　

嵩　

也

新
69
回
生	

金　

子　

耀　

大

新
69
回
生	

吉
清
水　

秀　

譲

新
72
回
生	

小　

倉　

基　

暉

新
73
回
生	

仁
多
見　

遊　

心

新
73
回
生	

石　

川　

道　

晃

新
74
回
生	

田　

中　

謙
二
郎

新
74
回
生	

井　

上　

硫　

翔

	

東
京
石
桜
同
窓
会

	

仙
台
石
桜
同
窓
会

	

歯
科
医
師
石
櫻
会

	

盛
岡
市
役
所

	

佐
藤
・
一
也
35
・
和
弥
13

	

フ
ジ
ワ
ラ 

ス
ケ
ノ
リ

	

ア
サ
ヌマ 

ト
モ
カ
ズ

	

オ
ガ
サ
ワ
ラ 

カ
ズ
ヒ
サ

総
金
額

１

２
，5
7
９
，０
5
４
円

総
金
額

４
，7
5
０
，０
０
０
円
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歓
談
の
合
間
に
は
会
員
の
動

静
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
社
会

や
地
元
へ
の
貢
献
が
評
価
さ

れ
、
紺
綬
褒
章
を
授
与
さ
れ
た

佐
藤
忠
男
さ
ん（
新
12
回
生
）は

年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
大
き
な

声
で
、人
生
観
を
語
り
ま
し
た
。

　

会
場
の
テ
ー
ブ
ル
に
は
今
回

も
岩
手
県
紫
波
町
に
あ
る
醸
造

会
社
「
月
の
輪
酒
造
店
」
の
純

米
酒
な
ど
が
並
び
ま
し
た
が
、

そ
の
蔵
元
の
代
表
取
締
役
会
長

を
務
め
る
横
沢
大
造
さ
ん
（
新

13
回
生
）
も
東
京
に
足
を
運
ん

で
く
れ
、
盛
岡
弁
も
交
え
た
恩

師
ら
の
思
い
出
話
に
会
場
は
和

や
か
な
空
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

映
画
録
音
の
第
一
人
者
と
し

て
知
ら
れ
る
瀬
川
徹
夫
さ
ん

（
14
回
生
）
は
今
な
お
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
な
挑
戦
を
続
け
て
い

る
と
話
し
、
参
加
者
に
今
後
の

瀬
川
作
品
へ
の
大
い
な
る
期
待

感
を
抱
か
せ
ま
し
た
。

　

在
京
の
同
窓
組
織
と
い
う
こ

と
で
多
様
な
人
材
が
次
々
と
登

壇
し
ま
し
た
。
画
家
の
宇
津
宮

功
さ
ん
と
同
じ
フ
ラ
ン
ス
で
研

究
活
動
を
し
て
い
た
三
田
地
成

幸
さ
ん
（
新
23
回
生
）
は
、
マ

イ
ク
片
手
に
フ
ラ
ン
ス
語
で
宇

津
宮
さ
ん
と
や
り
取
り
し
、
会

場
に
笑
い
の
渦
を
巻
き
起
こ
し

ま
し
た
。
ま
た
、
今
春
の
足
立

区
議
選
で
３
選
を
果
た
し
た
長

澤
興
祐
さ
ん
（
新
52
回
生
）
は

政
治
へ
の
思
い
を
明
確
に
し
、

会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
を
浴
び

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
花
館
和
衛

さ
ん
（
新
14
回
生
）、
笠
原
一

臣
さ
ん
（
新
16
回
生
）、
吉
田

昌
之
さ
ん
（
新
30
回
生
）
ら
も

学
校
字
時
代
の
思
い
出
や
恩
師

へ
の
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
、
学

び
の
場
を
通
じ
た
人
と
の
出
会

い
の
大
切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。

　

終
盤
に
は
同
窓
会
担
当
の
中

山
泰
志
先
生
（
新
39
回
生
）
が

壇
上
で
現
役
学
生
の
岩
尾
郁
翔

さ
ん
（
新
73
回
生
）、
窪
田
楽

さ
ん
（
新
75
回
生
）、
五
島
悠

登
さ
ん
（
新
75
回
生
）
の
３
人

を
紹
介
。
会
場
か
ら
盛
ん
に

エ
ー
ル
が
送
ら
れ
る
な
か
、
３

人
も
目
を
細
め
て
今
後
の
活
躍

を
誓
っ
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
は
こ
の
盛
り
上
が
り
を

う
け
て
、
全
員
が
起
立
し
て
元

気
が
み
な
ぎ
る
ラ
グ
ビ
ー
応
援

歌
を
熱
唱
。
最
後
に
小
原
政
憲

同 

期 

会

■
新
7
回
生「
米
寿
を
祝
う
会
」

開
催

　

新
７
回
生
同
期
会
「
米
寿
を

祝
う
会
」
を
令
和
５
年
５
月
21

日
に
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

盛
岡
で
15
名
の
出
席
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

司
会
は
森
幸
一
が
務
め
佐
藤

泰
造
の
開
会
の
挨
拶
で
会
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

同
期
と
恩
師
の
物
故
者
に
黙

祷
を
捧
げ
東
野
久
松
幹
事
長
の

挨
拶
、
佐
々
木
義
也
の
音
頭
で

乾
杯
し
歓
談
に
入
り
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
の
再
会
で
、
あ
ち

こ
ち
で
「
オ
ー
イ
久
し
ぶ
り
だ

な
、
元
気
か
い
!
」
と
の
声
が

あ
り
学
生
時
代
の
あ
の
日
、
そ

の
頃
の
話
題
な
ど
で
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
年
相
応
に
病
気
や
薬
、
そ

し
て
同
期
生
の
物
故
者
の
思
い

■
紫
桜
会（
新
18
回
生
）同
期
会

　

新
18
回
生
の
同
期
会
を
令
和

4
年
11
月
18
日
に
本
町
・
駒
龍

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
20
名
（
奥
様
5
名

同
伴
も
含
め
て
）
で
司
会
進
行

は
熊
谷
憲
治
が
務
め
、
最
初
に

本
年
先
立
れ
た
越
戸
輝
雄
、
山

口
巌
男
の
物
故
者
に
黙
祷
を
捧

げ
、
村
井
紀
之
代
表
幹
事
の
挨

拶
の
後
、
武
蔵
稹
の
乾
杯
で
懇

親
会
に
移
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
和
や
か
に
近
況

報
告
な
ど
で
始
ま
り
、
や
は
り

岩
高
時
代
の
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど

あ
り
日
の
思
い
出
話
な
ど
で
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
懇

親
会
後
半
は
や
は
り
病
気
、薬
、

ど
こ
の
医
者
が
良
い
の
か
な
ど

健
康
面
の
話
題
が
多
か
っ
た
よ

う
で
し
た
。

　

最
後
に
米
谷
春
夫
の
中
締
め

の
音
頭
で
威
勢
よ
く
締
め
、
ま

た
の
再
会
を
約
束
し
散
会
し
ま

し
た
。

出
話
な
ど
が
多
か
っ
た
。
楽
し

か
っ
た
同
期
会
米
寿
を
祝
う
会

の
最
後
は
宮
永
弘
守
の
閉
会
の

挨
拶
で
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
語
り
つ
く
せ
な
い

の
で
別
室
で
二
次
会
を
開
き
夜

の
更
け
る
の
も
忘
れ
て
ま
た
飲

み
語
ら
い
ま
し
た
。

同
窓
会
だ
よ
り

■
佐
々
木
甚
一
新
11
回
生
が
米

国
で
本
を
出
版

　

佐
々
木
甚
一
（
新
11
回
生
）

が
ア
メ
リ
カ
の
出
版
社Scien-

tific R
esearch Publish-

ing.lnc.U
SA

で
本
の
タ
イ
ト

ル
は「Super Foods A

rm
ed 

w
ith M

ulti B
io-F

uncions 

Superiority Story of R
e-

gionnal Products in Ja-
pan

」
日
本
の
地
方
に
あ
る

多
機
能
性
を
も
っ
た
ス
ー
パ
ー

食
材
の
意
味
合
い
の
本
で
す
。

　

本
の
中
で
は
、
イ
カ
墨
、
十

三
湖
の
焼
成
シ
ジ
ミ
貝
殻
、
黒

に
ん
に
く
、
野
菜
・
植
物
の
匂

い
の
４
種
類
を
掲
載
し
て
い
る
。

　

佐
々
木
甚
一
さ
ん
は
元
弘
前

大
学
教
授
で
外
国
ジ
ャ
ー
ナ
ル

の
編
集
員
と
論
文
審
査
委
員
を

務
め
て
い
ま
す
。

■
菅
原
東
一
郎　
新
16
回
生　

三
軌
展　
初
入
選

　

菅
原
東
一
郎（
新
16
回
生
）は

令
和
５
年
５
月
17
日
〜
29
日
、

東
京
・
国
立
美
術
館
で
開
催
さ

れ
た
第
75
回
公
募
美
術
団
体

「
三
軌
会
」
展
で
絵
画
部
門
（
小

作
品
）
に
「
近
郊
風
景
」
を
出

展
し
見
事
初
入
選
し
ま
し
た
。

■
村
松　
光　
新
66
回
生　
権

威
あ
る
囲
碁
大
会
で
初
優
勝

　

村
松
光（
新
66
回
生
）六
段
は

令
和
５
年
４
月
２
日
に
岩
手
囲

碁
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
第

58
期
囲
碁
岩
手
王
座
決
定
戦
で

見
事
初
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
招
待
選
手
３
名
と
岩

手
県
内
六
地
区
か
ら
出
場
者
29

名
の
計
32
名
が
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

で
対
戦
し
た
。
決
勝
は
村
松
六

段
と
５
年
ぶ
り
４
回
の
優
勝
を

目
指
す
江
村
秀
弘
（
48
才
盛
岡

市
）
と
の
対
戦
と
な
り
村
松
六

■
同
窓
生
武
田
哲
（
さ
と
る
）

滝
沢
市
長
に

　

武
田
哲
（
新
35
回
生
）
が
令

和
４
年
11
月
13
日
開
票
が
行
わ

れ
た
滝
沢
市
長
選
で
現
職
を
破

り
初
当
選
し
ま
し
た
。

　

同
氏
は
滝
沢
市
大
釜
出
身
で

昭
和
58
年
岩
手
高
校
卒
業
後
、

玉
川
大
学
に
進
学
後
、
滝
沢
市

議
、
岩
手
県
議
を
歴
任
し
、
現

在
は
盛
岡
市
ラ
ク
ビ
ー
協
会
会

長
を
務
め
て
い
ま
す
。

●石桜同窓会総会
期日　令和 6 年 8 月 24 日
会場　ホテルメトロポリタン盛岡

●東京石桜同窓会のつどい（予定）
期日　令和 6 年 10 月 5 日（土）
会場　東京・上野精養軒

●令和5年度石桜同窓会入会式　
期日　令和 6 年２月 29 日
会場　岩手高校体育館

●第 39 回石桜ゴルフコンペ
期日　令和 6 年 5 月 12 日
会場　盛岡カントリークラブ

■ 同窓会行事 開催案内 ■

表
　
彰

藤
尾　

東
泉　

新
17
回
生

　

紫
波
町　

産
業
功
労
賞
受
賞

村
井　

紀
之　

新
18
回
生

　

 

令
和
４
年
度
盛
岡
市
町
内
連

合
会　

特
別
表
彰
受
賞

平
井
興
太
郎　

新
10
回
生

　

 

団
体
功
労
者
総
務
大
臣
表
受

賞
佐
藤　

忠
男　

新
12
回
生

　

紺
綬
褒
章　

受
賞

　

花
巻
市　

感
謝
状　

受
賞

佐
藤　

正
俊　

新
14
回
生

文
部
科
学
省
の
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
功
労
賞
受
賞

各
種
作
品
展
示
会

村
上
誠
木
版
画
白
黒
展
　
新
17

回
生

　

令
和
５
年
１
月
４
日
〜
15
日

さ
ん
（
新
20
回
生
）
の
指
揮
で

校
歌
を
歌
い
、
前
会
長
で
あ
る

菅
野
幸
さ
ん
（
新
13
回
生
）
の

音
頭
で
万
歳
三
唱
を
し
、
約
４

時
間
に
及
ん
だ
つ
ど
い
の
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。

■
新
20
回
生
同
期
会
開
催

　

新
20
回
生
の
同
期
会
を
令
和

５
年
10
月
21
日
午
後
４
時
よ
り

ホ
テ
ル
エ
ー
ス
盛
岡
の
２
F
・

カ
ト
リ
ヤ
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
28
名
（
県
外
か
ら

３
名
）
で
最
初
に
記
念
写
真
を

撮
影
し
て
会
に
入
り
ま
し
た
。

　

開
会
の
辞
と
司
会
進
行
は
熊

谷
鉄
郎
（
同
期
会
副
会
長
・
盛

岡
地
区
代
表
）
が
務
め
、
最
初

に
同
期
生
35
名
と
恩
師
の
足

澤
、
吉
田
、
鈴
木
、
山
岸
各
先

生
の
物
故
者
に
黙
祷
を
捧
げ
ま

し
た
。

　

田
中
健
一
20
回
生
同
期
会
会

長
の
挨
拶
に
続
き
、
恩
師
池
口

杜
孝
先
生
よ
り
お
祝
辞
を
頂
戴

し
ま
し
た
。報
告
事
項
と
し
て
、

石
桜
同
窓
会
設
立
90
周
年
事
業

へ
の
協
力
に
対
し
て
の
感
謝

と
、
20
回
生
同
期
会
と
し
て
の

記
念
誌
広
告
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　

高
橋
修
の
乾
杯
懇
親
会
の
開

始
で
す
。
あ
ち
こ
ち
で
「
ヤ
ー

お
元
気
で
す
か
、
久
し
ぶ
り
」

と
の
掛
け
声
が
あ
り
、
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
中
に
は

年
齢
相
応
に
相
変
わ
ら
ず
病

気
、
薬
等
健
康
に
関
す
る
話
題

が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

途
中
で
自
己
紹
介
を
兼
ね
た

近
況
報
告
の
時
間
を
と
り
、
ま

た
一
段
と
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

校
歌
斉
唱
は
長
谷
川
良
久
、

高
橋
隆
一
両
君
の
音
頭
で
力
強

く
斉
唱
し
、
谷
地
喜
悦
の
中
締

め
の
音
頭
で
締
め
、
閉
会
の
辞

は
岩
手
高
校
卒
業
時
の
学
年
代

表
の
砂
子
田
進
か
ら
ま
た
来
年

元
気
で
再
会
し
ま
し
ょ
う
と
挨

拶
が
あ
り
と
て
も
楽
し
か
っ
た

同
期
会
を
終
了
し
散
会
し
ま
し

た
。

■
九
桜
会
同
期
会
を
開
催

　

10
月
18
日
午
後
５
時
よ
り
盛

岡
・
上
海
倶
楽
部
に
お
い
て
九

桜
会（
新
９
回
生
）同
期
会（
副

題
と
し
て
「
も
し
か
し
た
ら
最

後
?
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
」）

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
等
の
関
係
で
４
年

ぶ
り
の
催
し
で
参
加
者
は
15
名

で
来
賓
と
し
て
足
澤
禮
子
先
生

を
お
招
き
し
花
を
添
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

遠
方
か
ら
の
参
加
は
東
京
、

千
葉
、埼
玉
か
ら
４
名
で
し
た
。 　

開
会
は
司
会
進
行
の
小
枝
指

博
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
小
林

泰
宏
会
長
か
ら
人
生
１
０
０
年

時
代
等
の
老
後
の
話
な
ど
交
え

て
の
話
し
が
あ
り
、
90
周
年
記

念
誌
へ
の
協
賛
広
告
に
九
桜
会

と
し
て
も
協
力
す
る
こ
と
も
原

稿
を
提
示
し
て
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　

続
い
て
会
計
報
告
が
磯
崎
公

一
よ
り
あ
り
、
千
葉
県
か
ら
は

る
ば
る
か
け
参
じ
て
参
加
し
た

た
宇
土
澤
廣
司
の
乾
杯
の
音
頭

で
懇
親
会
に
入
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
久
し
ぶ
り
の
同

期
学
友
と
の
再
会
で
忽
ち
無
礼

講
と
ば
か
り
に
、
当
時
の
愛
称

も
飛
び
出
し
た
り
「
お
い
、
元

気
か
い
と
」
と
の
話
が
あ
ち
こ

ち
で
あ
り
ま
し
た
。

　

寿
命
と
い
う
も
の
は
、
非
情

な
も
の
で
、
最
近
一
人
、
二
人

と
無
理
や
り
、
学
友
を
連
れ

去
っ
た
。彼
ら
の
思
い
出
話
し
、

近
況
報
告
で
盛
り
上
が
り
、
や

は
り
年
柄
病
気
、
薬
、
病
院
入

院
等
健
康
に
関
す
る
話
題
も
多

か
っ
た
。
懇
親
会
最
終
段
階
で

は
一
人
づ
つ
最
近
の
報
告
が
あ

り
、
最
も
多
か
っ
た
の
は
「
も

し
か
し
た
ら
最
後
?
に
な
る
か

も
し
れ
な
い
」
と
消
極
的
で
な

く
、
毎
年
開
け
と
か
２
年
先
の

「
米
寿
の
祝
い
」
い
や
、
90
才

の
「
卒
寿
」
ま
で
元
気
で
同
期

会
を
や
る
べ
き
だ
と
酒
の
勢
い

も
あ
り
大
勢
か
ら
意
見
が
出
さ

れ
た
。

　

結
論
と
し
て
２
年
先
の
「
米

寿
の
祝
い
、
同
期
会
」
の
開
催

を
全
員
一
致
で
決
ま
り
ま
し
た
。

　

校
歌
斉
唱
を
山
口
祐
定
の
音

頭
で
４
番
ま
で
と
合
唱
を
始
め

ま
し
た
が
山
口
の
体
力
限
界
で

２
番
ま
で
で
残
念
な
が
ら
終

了
。
中
締
め
は
埼
玉
か
ら
駆
け

つ
け
て
く
れ
た
田
鎖
敬
三
の
三

本
締
め
で
景
気
よ
く
締
め
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
予
定
は
２
時

間
で
し
た
が
約
１
時
間
延
長
に

な
り
、
暫
く
ぶ
り
の
と
て
も
楽

し
い
、
感
動
的
な
同
期
会
で
し

た
。

　

二
次
会
を
用
意
し
ま
し
た

が
、
さ
す
が
85
才
で
参
加
者
は

５
名
で
し
た
が
、
菜
園
の
ス

ナ
ッ
ク
で
語
り
つ
く
せ
な
い
話

し
、
カ
ラ
オ
ケ
で
夫
々
数
曲
を

夜
の
更
け
る
の
も
わ
す
れ
自
慢

の
曲
を
熱
唱
し
ま
し
た
。

　

石
桜
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
今
回

で
38
回
に
な
り
ま
す
が
、
令
和

5
年
9
月
10
日
（
日
）
に
盛
岡

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催
し

ま
し
た
。
当
日
は
9
月
と
い
え

ど
残
暑
が
き
び
し
い
猛
暑
で
棄

権
者
1
名
が
出
ま
し
た
が
、
参

加
者
25
名
で
優
勝
を
目
指
し
て

接
戦
が
く
り
ひ
ろ
げ
ま
し
た
。

　

優
勝
は
杉
江
宏
司
（
新
15
回

生
）、
準
優
勝
は
熊
谷
憲
治（
新

18
回
生
）
で
し
た
。

　

表
彰
式
最
後
に
恒
例
の
校
歌

斉
唱
を
斎
藤
富
雄（
新
13
回
生
）

の
音
頭
で
力
強
く
合
唱
し
て
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

第
38
回
石
桜
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　

会
場　

喫
茶
マ
マ

…
…
…
…
…
…
…
…
…

高
原
光
男
遺
作
展
　
新
11
回
生

　

令
和
５
年
３
月
16
日
〜
31
日

　

会
場　

喫
茶
マ
マ

…
…
…
…
…
…
…
…
…

岡
澤
敏
男
　
旧
制
15
回
生

　

小
泉
と
し
夫　

口
語
短
歌
展

　

令
和
５
年
４
月
１
日
〜
15
日

　

会
場　

喫
茶
マ
マ

…
…
…
…
…
…
…
…
…

重
茂
佳
伸 

　
新
10
回
生

　

小
田
急
沿
線
ス
ケ
ッ
チ
展

　

令
和
５
年
6
月
１
日
〜
15
日

　

会
場　

喫
茶
マ
マ

…
…
…
…
…
…
…
…
…

宇
津
宮
功
展
　
新
15
回
生

　

令
和
５
年
９
月
23
日
〜

　
　
　
　
　

10
月
14
日

　

会
場　

 

盛
岡
・
イ
ン
プ
レ
ク

サ
ス
ア
ー
ト
・
ギ
ャ

ラ
リ
ー

　

令
和
５
年
10
月
11
日
〜
24
日

　

会
場　

東
京
・
日
本
画
廊

段
が
２
１
１
手
で
黒
番
中
押
し

し
た
。

同窓会よりお知らせ
　石桜同窓会90周年記念誌「石桜同窓会90年の軌跡」の発行を12月2日発行と
今迄発表してきましたが原稿の編集等の準備が間に合わず、残念ながら令和6
年1月～2月になってしまいました。
　お詫びして訂正させていただきます。

90周年記念事業実行委員会・記念誌広報部会

●令和 3年版石桜同窓会会員名簿発売中
同窓会名簿を発売中です。申し込みは会報に同封した振込用紙をご利用いただくと便利です。
1 冊 5,000 円（税込）　申し込み、問い合せは同窓会事務局まで。

母校ホームページとあわせ、同窓会のホームページも開設中
●岩手高校ホームページアドレス　　http://www.iwate-jh.ed.jp　●石桜同窓会ホームページアドレス

新 https://sekiou-ob-com/wp/　　　　　　旧 http://sekiou-ob-com　　　　　



（5）　 令和５年11月27日　（月曜日） 第 48号石 桜 同 窓 会 報

　　　小　　　計	 1,552,000
　　　手　数　料	 47,955
　　　合　　　計	 1,504,045
（2022/6/1〜2023/5/31）

（個人名） （金額）（回生）
藤 舘 秀 行 2,000 旧 16
佐々木　睦　郎 2,000 旧 16
菱　川　貞三郎 10,000 旧 17 後
藤　村　　　勲 2,000 旧 18
佐々木　哲　孝 2,000 1
本　間　　　典 2,000 1
渡　辺　勇次郎 2,000 2
木 村 榮 作 2,000 3
立　花　茂理栄 2,000 4
佐々木　　　亮 10,000 4
多 田 豊 彦 2,000 4
上 田 勝 彦 2,000 4
高 山 一 元 10,000 4
佐々木　　　亮 10,000 4
小野寺　　　哲 10,000 4
小 林 克 行 2,000 5
瀬 川 雅 三 2,000 5
渡　邊　真由美 2,000 5
西 島 康 之 2,000 5
小泉　仁左衛門 2,000 5
城 守 英 彦 2,000 6
宇夫方　康　夫 2,000 6
小笠原　敏　雄 2,000 6
田 鎖 康 誠 2,000 6
佐 藤 正 樹 2,000 6
阿 部 金 蔵 4,000 6
藤　村　　　隆 2,000 7
伊 藤 一 也 10,000 7
吉　田　健一郎 4,000 7
駒 井 蓉 一 2,000 7
伊 藤 健 次 2,000 7
鎌　田　耕一郎 2,000 8
斎 藤 榮 三 2,000 8
多 田 清 吾 10,000 8
兼　平　甚三郎 2,000 8
竹 花 國 夫 10,000 8
太 田 和 夫 2,000 9
小 林 泰 宏 10,000 9
磯 崎 公 一 2,000 9
府 金 利 廣 2,000 9
平　田　雄之助 2,000 9
赤 澤 征 夫 2,000 9
髙 橋 純 一 10,000 9
菊 地 治 雄 10,000 10
立 花 建 作 10,000 10
重 茂 佳 伸 2,000 10
松 岡 直 彦 2,000 10
齊　藤　　　忍 2,000 11
柴 田 義 春 10,000 11
小田島　　　認 2,000 11
井　上　　　務 100,000 11
藤 田 良 二 10,000 11
井　上　　　務 100,000 11

沼 田 英 雄 2,000 12
菊 池 雄 二 2,000 12
佐 賀 剛 二 10,000 12
細　川　　　正 4,000 12
猿 舘 宣 明 2,000 12
長 澤 佳 彦 4,000 12
藤 沢 喜 蔵 10,000 12
小笠原　定　則 6,000 12
石　村　　　亘 2,000 12
佐 藤 勝 彦 2,000 13
長谷川　哲　吾 2,000 13
菊 地 輝 之 2,000 13
谷　村　　　力 2,000 13
横 沢 大 造 6,000 13
瀬 川 深 志 2,000 14
村 田 勝 利 10,000 14
瀬 川 徹 夫 6,000 14
矢 澤 俊 夫 4,000 14
熊 谷 正 弘 10,000 14
武 藤 正 吾 10,000 14
佐 藤 弘 吉 10,000 14
花 舘 和 衛 4,000 14
斎　藤　　　宏 4,000 14
矢 澤 俊 夫 200,000 14
藤 倉 健 吾 2,000 15
細谷地　祐　助 2,000 15
小田島　隆　三 2,000 15
内 藤 直 樹 2,000 15
髙 橋 憲 史 2,000 15
三田地　利　之 20,000 15
高 橋 敏 明 6,000 15
中　村　　　轟 6,000 15
七木田　一　善 4,000 15
峠　　　徳　美 2,000 16
上　野　　　眞 2,000 16
越 戸 國 雄 4,000 16
細 野 龍 彦 2,000 16
笠 原 一 臣 10,000 16
見 世 久 也 2,000 16
二 上 憲 育 2,000 17
藤 枝 順 一 2,000 17
小笠原　常　之 10,000 17
對 馬 正 宜 2,000 17
昆　　　幸　彦 4,000 17
藤 村 昌 一 2,000 17
小笠原　秀　孝 10,000 17
泉 田 栄 一 2,000 17
柴 田 厚 郎 10,000 17
小 野 義 郎 2,000 17
照 井 駿 一 4,000 17
小 綿 泰 樹 2,000 17
伊 藤 勢 至 10,000 17
中 澤 正 博 2,000 17
平　野　　　均 2,000 17

髙 橋 秀 彦 10,000 18
間 瀬 半 蔵 10,000 18
工 藤 和 夫 2,000 18
米　内　　　正 10,000 18
米 谷 春 夫 10,000 18
井 上 利 一 2,000 18
高 橋 弘 一 2,000 18
廣　瀬　　　勉 4,000 18
兼 平 俊 朗 2,000 18
八重嶋　　　守 10,000 18
村 田 憲 正 2,000 18
佐々木　　　明 20,000 18
村 井 紀 之 20,000 18
吉 田 勝 次 2,000 18
佐　藤　啓二郎 2,000 18
竹 原 純 悦 2,000 18
藤 倉 信 夫 2,000 18
秋 浜 一 夫 10,000 19
笹 田 裕 一 2,000 19
藤 澤 牧 夫 4,000 19
田 中 健 一 4,000 20
松 浦 雅 嗣 10,000 20
坂 下 政 幸 2,000 20
吉 田 英 保 2,000 20
高 橋 隆 一 2,000 20
佐 藤 義 和 2,000 20
泉 澤 則 夫 4,000 20
花 井 裕 一 2,000 20
遠 藤 勝 己 10,000 20
仲 田 敏 明 4,000 20
小 原 政 憲 2,000 20
吉 江 修 造 2,000 20
髙 橋 雪 夫 10,000 20
森 田 明 典 2,000 20
千 葉 満 夫 2,000 20
佐 藤 省 次 2,000 20
大　坊　　　茂 2,000 20
吉 田 行 夫 10,000 21
栃 内 秀 士 10,000 21
熊 谷 久 司 2,000 21
佐 藤 彰 久 2,000 21
武 田 眞 和 10,000 21
佐 藤 惠 二 10,000 21
宮 澤 俊 次 10,000 21
阿 部 和 茂 20,000 22
小田中　富士雄 2,000 22
佐々木　幸　雄 2,000 22
菊 地 弘 之 2,000 22
桑 原 伸 行 2,000 22
佐　藤　　　寛 2,000 22
古 賀 和 俊 10,000 23
佐々木　哲　也 10,000 23
伊 藤 賢 二 2,000 23
古 賀 和 俊 10,000 23

長 崎 和 春 2,000 23
乃　村　　　巌 2,000 24
上 村 章 夫 4,000 24
桜 井 保 典 2,000 24
藤 村 茂 信 10,000 25
吉 田 祐 一 2,000 25
吉　田　幸太郞 2,000 25
向井田　隆　生 2,000 25
千 葉 昭 彦 2,000 25
本　山　　　一 4,000 25
佐　藤　　　順 2,000 25
畠　山　　　弘 2,000 26
佐々木　淑　英 2,000 26
三 浦 由 太 2,000 26
玉 澤 文 造 2,000 26
佐々木　淑　英 2,000 26
沼 田 陽 一 2,000 26
金 谷 純 一 2,000 27
立 花 春 男 2,000 27
菱 谷 和 彦 2,000 28
澤 野 俊 郎 10,000 29
名久井　　　淳 4,000 29
八重樫　龍　介 10,000 30
谷 藤 雅 俊 10,000 30
佐　藤　　　学 2,000 30
吉 田 昌 之 2,000 30
佐々木　隆　孝 2,000 31
菅 原 一 也 2,000 31
鈴 木 俊 哉 10,000 32
宮　野　　　修 2,000 32
竹 田 浩 人 10,000 33
青 山 文 夫 2,000 34
鳥　居　　　智 4,000 34
岩 渕 俊 明 2,000 35
渡 辺 昌 文 2,000 36
石　井　　　渉 2,000 37
金 子 眞 也 10,000 37
陸 田 秀 之 2,000 37
新 沼 裕 一 10,000 37
小　林　　　純 2,000 39
西 郷 史 郎 10,000 40
佐　藤　　　健 2,000 40
東 本 茂 樹 2,000 41
齋 藤 恵 亮 4,000 43
千　葉　　　基 2,000 43
関　根　　　元 2,000 43
橋 本 大 治 2,000 44
白 戸 一 隆 10,000 44
宮 本 憲 彦 2,000 45
高 橋 秀 之 2,000 46
小 林 仁 郎 2,000 46
豊 巻 弘 道 2,000 46
井 上 雅 友 10,000 47
斉 藤 智 数 2,000 47

曽我部　光　宏 2,000 48
永　田　　　睦 2,000 49
宮　崎　　　力 10,000 49
山 口 邦 洋 10,000 49
藤　枝　　　直 2,000 50
大 橋 潤 一 2,000 50
日下部　　　慶 2,000 50
柏　谷　　　繁 2,000 50
中 村 史 幸 2,000 50
藤 原 秀 徳 10,000 51
本 多 真 之 2,000 52
米 澤 佑 太 2,000 53
中 村 彰 宏 2,000 54
宍　戸　　　透 10,000 54
宮 澤 遼 平 2,000 56
工 藤 億 人 2,000 57
田 口 智 康 10,000 58
吉 田 大 祐 2,000 59
高 橋 康 介 2,000 59
工 藤 理 人 2,000 59
米　澤　　　聖 2,000 59
熊 谷 和 樹 2,000 61
中 村 公 紀 2,000 61
成 井 昭 悟 10,000 61
野　中　　　凌 2,000 62
永　塚　　　圭 10,000 63
佐々木　駿　介 2,000 64
田 口 智 之 10,000 65
澤 井 瑠 架 2,000 65
武 田 幸 直 2,000 65
中 村 友 士 2,000 66
長 澤 央 樹 2,000 67
田 中 尚 太 2,000 67
中 村 博 也 2,000 68
佐々木　裕太郎 2,000 69
吉清水　秀　讓 2,000 69
金 子 燿 大 10,000 69
遠 藤 雅 之 2,000 70
竹 花 拓 真 2,000 71
石 川 道 晃 2,000 73
石 川 道 晃 2,000 73
竹 花 颯 真 2,000 74
櫻　井　　　勇 2,000 中学 2
村 上 和 正 2,000 中学 4
大　森　敬一郎 2,000 中学 4
松 尾 昭 明 2,000 中学 5
高 橋 昌 造 6,000

石 桜 同 窓 会

賛 助 会 費
令和 4年 6月 1日〜令和 5年 5月 31 日

１9 年目もありがとうございました。１9 年目もありがとうございました。
〜今回は〜今回は 1,504,045円1,504,045円となりました〜となりました〜
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山口北州印刷株式会社
［本社・工場］
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〒162-0845 東京都新宿区市谷本村町 2-11-3F
TEL 03-5206-3500　FAX 03-5206-3503



第 48号 令和５年11月27日　（月曜日） 　（6）石 桜 同 窓 会 報
令和 4 年度石桜同窓会決算報告書
（2022 年 6 月 1 日〜 2023 年 5 月 31 日）

Ⅰ　一般会計
【収入の部】 単位：円

予　算　科　目 決　算　額 令和4年度予算額 差引（増△減） 備　　　　　考
前年度繰越金 2,256,419 2,256,419 0

前年度繰越金 2,256,419 2,256,419 0
会費 3,024,045 3,064,000 △ 39,955

入会金 600,000 610,000 △ 10,000 卒業時に納入：5,000 円×120 名
終身会費 840,000 854,000 △ 14,000 卒業時に納入：7,000 円×120 名
賛助会費 1,504,045 1,000,000 504,045 262 名　0 団体
総会会費 0 350,000 △ 350,000
諸会議会費 80,000 250,000 △ 170,000 常任理事会、理事会　等

広告料 503,884 525,000 △ 21,116
ホームページ広告料 480,000 500,000 △ 20,000
同窓会報広告料 23,884 25,000 △ 1,116

寄付金 0 10,000 △ 10,000
寄付金 0 10,000 △ 10,000

雑収入 14 4,581 △ 4,567
雑収入 14 4,581 △ 4,567 預金利息

合　　　計 5,784,362 5,860,000 △ 75,638

【支出の部】
予　算　科　目 決　算　額 令和4年度予算額 差引（増△減） 備　　　　　考

会議費 250,750 1,130,000 △ 879,250
総会費 0 600,000 △ 600,000
諸会議費 250,750 530,000 △ 279,250 常任理事会、理事会　等

事業費 2,092,070 2,200,000 △ 107,930
同窓会報発行費 632,060 700,000 △ 67,940 会報印刷代　等
同窓会名簿作成費 100,000 100,000 0 積立金として特別会計へ操出
ホームページ運営費 500,000 500,000 0
生徒会補助金 250,000 250,000 0 学校生徒会への補助
クラブ活動強化育成費 400,000 400,000 0 クラブ強化育成基金へ操出
周年事業積立金 200,000 200,000 0 特別会計へ操出
その他事業費 10,010 50,000 △ 39,990 入会式資料　等

事務費 666,409 825,000 △ 158,591
通信運搬費 649,279 800,000 △ 150,721 郵便料、送料　等
消耗品費 3,500 3,000 500 USB メモリ代
印刷製本費 10,240 10,000 240 コピー
役務費 3,390 10,000 △ 6,610 振込手数料
その他事務費 0 2,000 △ 2,000 上記以外の事務経費

管理経費 50,000 200,000 △ 150,000
事務手当 50,000 50,000 0 事務局職員手当
役員活動費 0 150,000 △ 150,000

雑費 104,500 410,000 △ 305,500
慶弔費 0 140,000 △ 140,000
雑費 104,500 270,000 △ 165,500 各種広告

予備費 0 1,095,000 △ 1,095,000
予備費 0 1,095,000 △ 1,095,000

合計 3,163,729 5,860,000 △ 2,696,271
収支 2,620,633 円

Ⅱ　特別会計
【収入の部】 単位：円

予　算　科　目 決　算　額 令和4年度予算額 差引（増△減） 備　　　　　考
前年度繰越金 1,035,942 1,035,942 0

前年度繰越金 1,035,942 1,035,942 0
繰入金 300,000 300,000 0

一般会計より繰入金 300,000 300,000 0 名簿作成費積立金（累計20万円）、周年事業費（累計100万円）
広告料 0 100,000 △ 100,000

同窓会名簿広告料 0 100,000 △ 100,000
諸収入 125,010 104,058 20,952

同窓会名簿売上収入 125,000 100,000 25,000 5,000 円× 25 冊
雑収入 10 4,058 △ 4,048 預金利息
合計 1,460,952 1,540,000 △ 79,048

【支出の部】
予　算　科　目 決　算　額 令和4年度予算額 差引（増△減） 備　　　　　考

名簿作成費 49,170 60,000 △ 10,830
印刷製本費 49,170 60,000 △ 10,830 新卒生名簿

事業費 800,000 810,000 △ 10,000
周年事業費 800,000 810,000 △ 10,000 90 周年記念事業特別会計に繰出

事務費 11,100 32,000 △ 20,900
通信運搬費 11,100 30,000 △ 18,900 名簿郵送費
その他事務費 0 2,000 △ 2,000

一時借入返還金 0 0 0
一時借入返還金 0 0 0

予備費 0 638,000 △ 638,000
予備費 0 638,000 △ 638,000
合計 860,270 1,540,000 △ 679,730

収支 600,682 円

Ⅲ　クラブ強化育成基金
【収入の部】 単位：円

予　算　科　目 決　算　額 令和4年度予算額 差引（増△減） 備　　　　　考
前年度繰越金 2,760,337 2,760,337 0

前年度繰越金 2,760,337 2,760,337 0
繰入金 400,000 400,000 0

一般会計より繰入金 400,000 400,000 0 クラブ強化育成費
雑収入 24 9,663 △ 9,639

雑収入 24 9,663 △ 9,639 預金利息　等
一時貸付償還金 0 0 0

一時貸付償還金 0 0 0

合計 3,160,361 3,170,000 △ 9,639

【支出の部】
予　算　科　目 決　算　額 令和4年度予算額 差引（増△減） 備　　　　　考

事業費 509,330 800,000 △ 290,670
教育後援会補助金 200,000 200,000 0 県外大会遠征補助　等
部活動褒賞費 309,330 600,000 △ 290,670 褒賞金、図書カード、賞状

一時貸付金 0 0 0
一時貸付金 0 0 0

予備費 0 2,370,000 △ 2,370,000
予備費 0 2,370,000 △ 2,370,000
合計 509,330 3,170,000 △ 2,660,670

収支 2,651,031 円

令和 5 年度石桜同窓会予算（案）
（2023 年 6 月 1 日〜 2024 年 5 月 31 日）

Ⅰ　一般会計
【収入の部】 単位：円

予　算　科　目 本年度予算額 前年度決算額 差引（増△減） 備　　　　　考
前年度繰越金 2,620,633 2,256,419 364,214

前年度繰越金 2,620,633 2,256,419 364,214
会費 2,848,000 3,024,045 △ 176,045

入会金 520,000 600,000 △ 80,000 卒業時に納入：5,000 円× 104 名
終身会費 728,000 840,000 △ 112,000 卒業時に納入：7,000 円× 104 名
賛助会費 1,000,000 1,504,045 △ 504,045
総会会費 350,000 0 350,000 5,000 円× 70 枚
諸会議会費 250,000 80,000 170,000 理事会費、常任理事会費　等

広告料 525,000 503,884 21,116
ホームページ広告料 500,000 480,000 20,000
同窓会報広告料 25,000 23,884 1,116

寄付金 10,000 0 10,000
寄付金 10,000 0 10,000

雑収入 6,367 14 6,353
雑収入 6,367 14 6,353 お祝い、預金利息

合　　　計 6,010,000 5,784,362 225,638

【支出の部】
予　算　科　目 本年度予算額 前年度決算額 差引（増△減） 備　　　　　考

会議費 1,130,000 250,750 879,250
総会費 600,000 0 600,000 会場費、総会資料作成費
諸会議費 530,000 250,750 279,250 理事会、常任理事会　等

事業費 2,200,000 2,092,070 107,930
同窓会報発行費 700,000 632,060 67,940 会報印刷代　等
同窓会名簿作成費 100,000 100,000 0 積立金として特別会計へ操出
ホームページ運営費 500,000 500,000 0
生徒会補助金 250,000 250,000 0 学校生徒会への補助
クラブ活動強化育成費 400,000 400,000 0 クラブ強化育成基金へ操出
周年事業積立金 200,000 200,000 0 特別会計へ操出
その他事業費 50,000 10,010 39,990 入会式資料印刷代　等

事務費 825,000 666,409 158,591
通信運搬費 800,000 649,279 150,721 郵便料、送料　等
消耗品費 3,000 3,500 △ 500 文具、用紙　等
印刷製本費 10,000 10,240 △ 240 コピー代　等
役務費 10,000 3,390 6,610 振込手数料
その他事務費 2,000 0 2,000 上記以外の事務経費

管理経費 200,000 50,000 150,000
事務手当 50,000 50,000 0 事務局職員手当
役員活動費 150,000 0 150,000 活動旅費、ガソリン代、宿泊、日当　等

雑費 410,000 104,500 305,500
慶弔費 140,000 0 140,000 各支部お祝い、弔電、香典　等
雑費 270,000 104,500 165,500 各種広告　等

予備費 1,245,000 0 1,245,000
予備費 1,245,000 0 1,245,000

合計 6,010,000 3,163,729 2,846,271

Ⅱ　特別会計
【収入の部】 単位：円

予　算　科　目 本年度予算額 前年度決算額 差引（増△減） 備　　　　　考
前年度繰越金 600,682 1,035,942 △ 435,260

前年度繰越金 600,682 1,035,942 △ 435,260
繰入金 300,000 300,000 0

一般会計より繰入金 300,000 300,000 0 名簿作成費積立金（累計30万円）、周年事業費（累計20万円）
広告料 0 0 0

同窓会名簿広告料 0 0 0
諸収入 109,318 125,010 △ 15,692

同窓会名簿売上収入 100,000 125,000 △ 25,000
雑収入 9,318 10 9,308 預金利息　等
合計 1,010,000 1,460,952 △ 450,952

【支出の部】
予　算　科　目 本年度予算額 前年度決算額 差引（増△減） 備　　　　　考

名簿作成費 60,000 49,170 10,830
印刷製本費 60,000 49,170 10,830 名簿作成費、新卒業生名簿印刷代

事業費 0 800,000 △ 800,000
周年事業費 0 800,000 △ 800,000

事務費 32,000 11,100 20,900
通信運搬費 30,000 11,100 18,900 名簿郵送費、名簿確認はがき
その他事務費 2,000 0 2,000 封筒、消耗品　等

一時借入返還金 0 0 0
一時借入返還金 0 0 0

予備費 918,000 0 918,000
予備費 918,000 0 918,000
合計 1,010,000 860,270 149,730

Ⅲ　クラブ強化育成基金
【収入の部】 単位：円

予　算　科　目 本年度予算額 前年度決算額 差引（増△減） 備　　　　　考
前年度繰越金 2,651,031 2,760,337 △ 109,306

前年度繰越金 2,651,031 2,760,337 △ 109,306
繰入金 400,000 400,000 0

一般会計より繰入金 400,000 400,000 0 クラブ強化育成費
雑収入 8,969 24 8,945

雑収入 8,969 24 8,945 預金利息　等
一時貸付償還金 0 0 0

一時貸付償還金 0 0 0
合計 3,060,000 3,160,361 △ 100,361

【支出の部】
予　算　科　目 本年度予算額 前年度決算額 差引（増△減） 備　　　　　考

事業費 800,000 509,330 290,670
教育後援会補助金 200,000 200,000 0 県外大会遠征補助　等
部活動褒賞費 600,000 309,330 290,670 褒賞金、図書カード、賞状

一時貸付金 0 0 0
一時貸付金 0 0 0

予備費 2,260,000 0 2,260,000
予備費 2,260,000 0 2,260,000
合計 3,060,000 509,330 2,550,670
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Ⅳ　特別会計　石桜同窓会設立 90 周年記念事業
【収入の部】 単位：円

予　算　科　目 決算額 令和４年度予算額 差引（増△減） 備　　　　　考
募金費 16,169,054 22,000,000 − 5,830,946

一般募金費 11,569,054 17,000,000 △ 5,430,946
企業広告費 4,600,000 5,000,000 △ 400,000

繰入金 800,000 800,000 0 
周年事業費 800,000 800,000 0 特別会計より繰入

雑収入 2,040 1,000 1,040
雑収入 2,040 1,000 1,040 新規通帳入金 ､ 預金利息等

合　　　計 16,971,094 22,801,000 − 5,829,906

Ⅳ　特別会計　石桜同窓会設立 90 周年記念事業（案）
【収入の部】 単位：円

予　算　科　目 本年度予算額 前年度決算額 差引（増△減） 備　　　　　考
前年度繰越金 7,359,652 0 7,359,652

前年度繰越金 7,359,652 0 7,359,652
募金費 0 16,169,054 − 16,169,054

一般募金費 0 11,569,054 △ 11,569,054
企業広告費 0 4,600,000 △ 4,600,000

繰入金 0 800,000 △ 800,000
周年事業費 0 800,000 △ 800,000

雑収入 348 2,040 △ 1,692
雑収入 348 2,040 △ 1,692 預金利息等

合　　　計 7,360,000 16,971,094 − 9,611,094

【支出の部】
予　算　科　目 決算額 令和４年度予算額 差引（増△減） 備　　　　　考

車両購入費 8,113,960 17,000,000 △ 8.886.040
車両購入費 8,113,960 17,000,000 △ 8,886,040 マイクロバス 1 台

記念事業費 233,381 100,000 133,381
式典等費 0 0 0 
諸事業費 233,381 100,000 133,381 石割桜に向かって校歌、ゴルフ

記念誌刊行費 65,000 0 65,000
印刷製本費 0 0 0 
諸経費 65,000 0 65,000 ドローン撮影 ､ 表紙デザイン

募金事業費 1,103,566 1,500,000 △ 396,434
印刷費 427,534 900,000 △ 472,466 趣意書 ､ 募金要項等の印刷代
通信運搬費 676,032 600,000 76,032 趣意書等の郵送料

事務諸費 95,535 301,000 △ 205,465
諸経費 95,535 301,000 △ 205,465 会議費､ 印刷代､ 賞状､ 写真代､ 振込手数料

予備費 0 3,900,000 △ 3,900,000
予備費 0 3,900,000 △ 3,900,000

合計 9,611,442 22,801,000 − 13,189,558

【支出の部】
予　算　科　目 本年度予算額 前年度決算額 差引（増△減） 備　　　　　考

車両購入費 0 8,113,960 △ 8,113,960
車両購入費 0 8,113,960 △ 8,113,960

記念事業費 1,500,000 233,381 1,266,619
式典等費 1,000,000 0 1,000,000
諸事業費 500,000 233,381 266,619

記念誌刊行費 3,500,000 65,000 3,435,000
印刷製本費 3,000,000 0 3,000,000
諸経費 500,000 65,000 435,000 記念誌郵送代

募金事業費 0 1,103,566 △ 1,103,566
印刷費 0 427,534 △ 427,534
通信運搬費 0 676,032 △ 676,032

事務諸費 300,000 95,535 204,465
諸経費 300,000 95,535 204,465 会議費 ､ 印刷代 ､ 賞状 ､ 写真代等

予備費 2,060,000 0 2,060,000
予備費 2,060,000 0 2,060,000

合計 7,360,000 9,611,442 − 2,251,442

令和4年 6月10日（金） 第7回募金部会 初駒
 6月15日（水） 監査会 学校会議室
 6月21日（火） 正副会長会議 エスポワールいわて
 6月28日（火） 第２回常任理事会 エスポワールいわて
 7月8日（金） 第8回募金部会 初駒
 7月11日（月） 第２回理事会 エスポワールいわて
 7月19日（火） 第1回記念誌広報部会 村井ビル会議室
 8月15日（月） 会報47号発行
 8月22日（月） 第２回記念誌広報部会 村井ビル会議室
 9月２日（金） 第3回実行委員会 初駒
 9月8日（木） 緊急正副会長会議 初駒
 9月20日（火） 第1回常任理事会兼第6回実行委員会 初駒
 10月17日（月） 第6回実行委員会兼常任理事会 初駒
 10月28日（金） 第1回理事会 エスポワールいわて
 12月28日（水） 臨時正副会長会議 村井ビル会議室
令和5年 1月16日（月） 第7回実行委員会兼常任理事会 初駒
 1月19日（木） 臨時正副会長会議 村井ビル会議室
 ２月28日（火） 石桜同窓会入会式 学校体育館
 3月1日（水） 岩手高校第75回卒業証書授与式 学校体育館
 3月7日（火） 第8回実行委員会兼常任理事会 エスポワールいわて
 3月15日（水） 臨時正副会長会議 村井ビル会議室
 3月20日（月） 臨時正副会長会議 村井ビル会議室
 4月7日（金） 岩手中学・高校入学式 学校体育館
 4月16日（日） 90周年記念事業・石割桜に向かって校歌を歌おう 岩手県庁議会棟前
 4月26日（水） 90周年記念事業マイクロバス寄贈・贈呈式 学校体育館
 5月14日（日） 90周年記念事業 記念ゴルフ大会 盛岡カントリークラブ
 6月14日（水） 監査会 学校会議室
 6月26日（月） 第２回正副会長会議 村井ビル会議室
 7月4日（火） 第２回常任理事会 初駒
 7月14日（金） 第２回理事会 エスポワールいわて

令和 4 年度事業実施状況
（令和 4年 6月 1日から令和 5年 5月 31 日）

Report from Sekiou Website
広報担当より HP について報告　（2023.5.31 現在）

　（1）事業計画（案）
令和5年 8月19日（土） 90周年記念式典（兼総会） ホテルメトロポリタン盛岡
 9月10日（日） 第38回石桜ゴルフコンペ 盛岡カントリークラブ
 9月 第1回正副会長会議
 10月15日（日） 第10回土井晩翠先生が作詞した校歌を
  一緒にうたいましょうの会 仙台市
 10月 常任理事会
 10月 理事会
 12月 90周年記念誌発行（予定）
令和6年 ２月29日（木） 石桜同窓会入会式 学校体育館
 3月1日（金） 岩手高校卒業証書授与式（出席） 学校体育館
 3月15日（金） 岩手高校中学校卒業式（出席） 学校体育館
 4月 岩手中学校・岩手高校入学式（出席） 学校体育館
 5月12日（日） 第39回石桜ゴルフコンペ 盛岡カントリークラブ
 6月 監査会 学校会議室
 6月 第２回正副会長会議
 6月 第２回理事会
 6月 第２回常任理事会
　（2）各支部、クラブ OB 会、同期会等活動予定
令和5年 9月２日（土） 仙台石桜同窓会総会（予定） 仙台市内ホテル
 10月7日（土） 東京石桜同窓会のつどい 上野精養軒
 10月21日（土） 新20回生同期会 ホテルエース盛岡
 11月18日（土） 新18回生同期会（予定）

令和５年度事業計画（案）
（令和５年 6月 1日から令和６年５月 31 日）

令和4年 10月22日 新20回生同期会（恩師池口杜孝先生米寿を祝う会） ホテルエース
 11月18日 新18回生同期会 駒龍
令和5年 5月21日 新7回生同期会（卒寿を祝う会） ホテルメトロポリタン盛岡

（事務局把握分のみ）
（石桜同窓会設立90周年記念事業を90周年記念事業と表記）

各支部、クラブＯＢ会、同期会等活動状況報告
（令和 4年 6月 1日から令和 5年 5月 31 日）

累　計 直近 1年
2008.8.31 ～ 2023.5.31　　　　2022.6.1 ～ 2023.5.31

 （13 年 2 ヶ月）

旧 HP
ページビュー数
Page view（ウェブページの延べ閲覧数）
※旧 HP は 2008.8.31 ～ 2019.2.14 迄で、以後は新 HP に移行

新 HP
ページビュー数

新旧合計 296,430 16,214

ユーザー数
Visit　　  新旧合算

（指定した集計期間において、サイトへの訪問した人数から重複を除いた人数）

新規＆更新数
新旧合算

ページ作成数
（A4 換算）新旧合算

バナー広告

You Tubeアップ数

今後の活動方針

1. 動画対策
ビデオカメラの貸付
希望団体への出張撮影
You Tube への掲載

2. アクセス向上対策

3. バナー広告拡大対策

4. 情報提供の依頼

212,803 3,281

2019.2.15 ～ 2022.5.31
83,622

2022.6.1 ～ 2023.5.31
12,933

41,670 3,006

1,502 77

4,584 229

53

105 8

⇨⇨

031259-01[1-28] 2.indd   23 2023/08/08   9:48

１．動画対策１．動画対策
　　　⃝ビデオカメラの貸付　　　⃝ビデオカメラの貸付
　　　⃝希望団体への出張撮影　　　⃝希望団体への出張撮影
　　　⃝ You Tube への掲載　　　⃝ You Tube への掲載
２．アクセス向上対策２．アクセス向上対策
３．バナー広告拡大対策と名刺広告３．バナー広告拡大対策と名刺広告
４．情報提供の依頼４．情報提供の依頼

今後の活動方針
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令和5年度　クラブ活動成績
〈文化部〉

将　　棋

〈高校の部〉
●第４５回岩手県高校将棋大会

〈男子個人〉　優　勝　３Ｃ佐藤奏汰→全国大会出場
〈男子団体〉　準優勝　岩手Ａ１（３E祝田高佑、2B照井友海、2E佐々木琉王）
●第３６回全国高等学校将棋竜王戦岩手県予選大会
　準優勝　３Ｃ佐藤奏汰
●第４７回全国高等学校総合文化祭将棋部門

〈男子個人〉　出　場　３Ｃ佐藤奏汰
〈中学の部〉
●第44回全国中学生選抜将棋選手権岩手県予選
　優　勝　中2梅内悠登→全国大会出場
　準優勝　中2鎌田睦生
　３　位　中１平栁　航
●第19回文部科学大臣杯中学校将棋団体戦岩手県予選
　優　勝　岩手中（中３中塚祐樹、中2梅内悠登、中2鎌田睦生）
　　　　　→全国大会出場
●第４４回全国中学生選抜将棋選手権大会
　出　場　中2梅内悠登
●第19回文部科学大臣杯中学校将棋団体戦全国大会
　第３位　 岩手中（中３中塚祐樹、中2梅内悠登、中2鎌田睦生）

囲　　碁

〈高校の部〉
●第４７回全国高校囲碁選手権岩手県大会

〈男子個人〉　ベスト８　2D櫻田輝
〈男子団体〉　６位　岩手高（2D櫻田輝、１A吉田翔瑛、2B照井友海）

国際交流

●盛岡さんさ踊り祭り　外国人観光客街頭アンケート調査
●新渡戸稲造フェス　「稲造クイズ出題」＠クロステラス盛岡

自然科学

●第４２回モデルロケット全国大会
　チーム岩高A　（３D上町隆之介　３D諏訪桃太　３E鈴木偉風）
　高度競技第３位　滞空時間競技第１位　総合優勝　
　ロッキードマーティン奨励賞　ＪAＸA理事長賞
●ロケット甲子園２0２３第３位
　チームIWATE（ ３D上町隆之介　３D諏訪桃太　３D富士本圭琉　 

３E鈴木偉風　2D佐藤壮太　2E春山和輝）

写　　真

●令和５年度　第1４回夏季写真コンテスト
　入選　「流浪」　2D　高澤嘉向
●第４５回岩手県高等学校総合文化祭　写真部門出品

吹　奏　楽

●第４７回全国高等学校総合文化祭将棋部門（２0２３かごしま総文）
　パレード部門出場
　マーチングバンド部門　実行委員会特別賞（2位相当）

〈体育部〉
剣　　道

●第７５回岩手県高校総体剣道競技
　男子個人戦　　千葉悠太　二回戦敗退
　　　　　　　　菅原　徹　初戦敗退
　　　　　　　　奥住真好　初戦敗退
　　　　　　　　山口智也　二回戦敗退

サッカー

●第７５回岩手県高等学校総合体育大会サッカー競技
　１回戦　　　岩手2－１葛巻
　2回戦　　　岩手0－9花巻東

山　　岳

●令和５年度岩手県高等学校総合体育大会登山競技　男子団体第２位
●令和５年度東北高等学校登山大会　男子団体第３位
●令和５年度スポーツクライミング岩手県国体選手選考会チーム対抗の部
　岩手中･高校Ａチーム（１B佐々木音和･中３吉田李空）　
　ボルダリング競技優勝　リード競技優勝

柔　　道

●第７５回岩手県高等学校総合体育大会柔道競技
　１部男子団体試合
　　2回戦　〇岩手　３－2　宮古商工
　　３回戦　●岩手　0－５　福岡工業　　　ベスト８
　１部男子個人試合
　　　６６キロ級　鳥　居　怜　斗　　　ベスト８
　　　　　　　　西　村　脩　那　　　初戦敗退
　　　７３キロ級　鳥　居　　　和　　　2回戦敗退
　　　　　　　　杉　本　　　零　　　ベスト１６
　　　　　　　　晴　山　洋　輝　　　初戦敗退
　　　８１キロ級　小田中　雅　貴　　　2回戦敗退
　　　９０キロ級　立　花　　　澪　　　2回戦敗退
　　　　　　　　岩　澤　怜　央　　　2回戦敗退
　　　　　　　　山　田　脩　心　　　ベスト８
　　　　　　　　沼　田　　　烈　　　2回戦敗退
　　 １００キロ級　青　山　　　龍　　　初戦敗退

水　　泳

●令和５年度岩手県高等学校総合体育大会
　 ５０ｍ　勝山　雄斗　２１位
　１００ｍ　勝山　雄斗　２０位

ソフトテニス

●第1７回東北高校春季ソフトテニス選手権大会　山形県山形市ＳＰＣ
　団体予選リ－グ　　岩手３勝0敗
　決勝トーナメント　聖ウルスラ英智　②－0　岩手　　ベスト８
●第３0回全日本シングルス選手権大会県予選会　和賀川ＧＰ
　決勝トーナメント　高橋翔琉（３Ｃ）　ベスト８　
　全日本シングルス選手権出場権獲得
●第３３回岩手県ジュニア選抜ソフトテニス選手権大会　和賀川ＧＰ
　シングルス　　　決勝トーナメント　　高橋翔琉（３Ｃ）　ベスト８
●第７５回岩手県高校総体ソフトテニス競技　和賀川ＧＰ
　個人　佐藤優成（３Ａ）・工藤有史（３Ｄ）ペア
　　　　インハイ決定戦第６位入賞
　北海道苫小牧インハイ出場権獲得
　　古川創大（３Ａ）・佐藤　紳（３Ｄ）ペア　　　東北大会出場権獲得
　　藤森耀生（2Ｃ）・江刺家蓮（2Ｂ）ペア　　　東北大会出場権獲得
　団体　　ベスト８
●令和５年度東北総体代表選考大会　ソフトテニス競技　少年の部
　和賀川ＧＰ
　　シングルス　　　決勝トーナメント　　高橋翔琉（３Ｃ）　第３位

卓　　球

●岩手県高総体盛岡地区予選会　＠盛岡市総合体育館
●第７５回岩手県高等学校総合体育大会@奥州市総合体育館

〈学校対抗（団体戦）〉　2回戦敗退
　１回戦目　岩手　３－2　北上翔南
　　S伊東（2C）１－３［4－１１, ３－１１, １１－６, １０－１２］
　　S瀧口（３C）３－１［１１－５, １１－4, ９－１１, １１－５］
　　W瀧口（３C）・飯村（2D）2－３［１６－１4, １２－１０, ５－１１, 4－１１, ５－１１］
　　S飯村（2D）３－１［６－１１, １１－８, １１－８, １１－８］
　　S菊地（１A）３－0［１１－７, １１－５, １１－８］
　2回戦目　岩手　１－３　宮古商工
　　S淋代（2C）0－３［５－１１, １－１１, 7－１１］
　　S瀧口（３C）３－0［１７－１５, １１－８, １９－１７］
　　W瀧口（３C）・飯村（2D） 0－３ ［５－１１, ３－１１, 4－１１］
　　S飯村（2D）0－３［８－１１, 7－１１, ５－１１］
　　S柴田（１B）［６－１１, 7－１１］勝敗が決まっため、試合中断
●ジュニア選手権大会（一次）出場 ＠花巻市総合体育館
●岩手県新人大会盛岡地区予選会　@盛岡市総合体育館

〈学校対抗（団体戦）〉予選敗退
　１回戦目　　　①0－３　盛岡四　
　敗者復活戦　　①３－0盛附　②３－0平舘　
　　　　　　　　④2－３盛岡中央　⑤2－３江南

〈個人戦－Wダブルス〉予選敗退
　伊東（2Ｃ）・飯村（2Ｄ）　①シード　②３－2盛附　③３－0盛四
　　　　　　　　　　　　　　④0－３盛三
　菊地（１Ｂ）・門脇（１Ｂ）　①シード　②３－0盛工　③2－３盛商
　井口（2Ｂ）・柴田（１Ｂ）　①シード　②１－３盛工
　菅原（2Ｂ）・斎藤（2Ａ）　①シード　②0－３盛工
　土橋（１Ａ）・高橋（１Ｃ）　棄権

〈個人戦－Ｓシングルス〉予選１名通過→県大会出場決定
　菊地（１Ｂ）①シード　②３－0盛商　③３－2盛一　④３－2盛岡中央
　→新人戦県大会へ
　伊東（2Ｃ）①シード　②３－１盛商　③2－３盛商　三回戦敗退
　飯村（2Ｄ）①シード　②３－１盛工　③１－３盛商　三回戦敗退
　門脇（１Ｂ）①シード　②３－0盛農　③１－３盛三　三回戦敗退
　井口（2Ｂ）①シード　②１－３盛一　二回戦敗退
　柴田（１Ｂ）①シード　②１－３盛四　二回戦敗退
　菅原（2Ｂ）①３－0江南　②0－３盛四　二回戦敗退
　斎藤（2Ａ）①３－0盛農　一回戦敗退
　高橋（１Ｃ）①0－３盛四　一回戦敗退
　土橋（１Ａ）　棄権

テニス

高校の部
●MUFGジュニア全国選抜テニストーナメント２0２３
　１回戦敗退　中村匡尚
●２0２３ヨネックスファイナルステージin気仙沼
　団体　優勝（金桜汰、小原凜太朗、中村匡尚、関雄仁、和田侑優）
●第７５回盛岡市民大会（ジュニアの部）
　シングルス　優　勝　小原凜太朗
　　　　　　　準優勝　金桜汰
　　　　　　　第３位　中村匡尚
　　　　　　　ベスト８　関雄仁、遠藤壮真
　ダブルス　　優勝　金桜汰・小原凜太朗
　　　　　　　第３位　柴田隼佑・関雄仁、中村匡尚・佐々木徠　
●第４４回岩手県ジュニアテニス選手権大会
　1８歳以下
　シングルス　優　勝　　金桜汰
　　　　　　　準優勝　　小原凜太朗
　　　　　　　ベスト８　関雄仁、和田侑優
　ダブルス　　優　勝　　金桜汰・小原凜太朗
　　　　　　　第３位　　関雄仁・和田侑優
　1６歳以下
　シングルス　第３位　畠山侑
　　　　　　　ベスト８　佐々木徠、遠藤壮真、遠藤忠芽
　ダブルス　　優　勝　畠山侑・森岩岳琉（フジサワTC）
　　　　　　　準優勝　遠藤壮真・木谷隼（盛岡三高）
　　　　　　　第３位　鈴木智憲・遠藤忠芽
●令和５年度　岩手県高等学校総合体育大会テニス競技
　団体　優勝　（金桜汰、小原凜太朗、中村匡尚、柴田隼佑、関雄仁）

　シングルス　優　勝　小原凜太朗
　　　　　　　準優勝　中村匡尚
　　　　　　　第３位　金桜汰
　　　　　　　ベスト８　柴田隼佑、関雄仁
　ダブルス　　優　勝　金桜汰・小原凜太朗　
　　　　　　　準優勝　柴田隼佑・関雄仁
　　　　　　　第３位　中村匡尚・佐々木徠
●令和５年度　東北高等学校テニス選手権大会
　団体　準優勝（小原凜太朗、中村匡尚、金桜汰、柴田隼人、関雄仁）
　個人　シングルス　第３位　小原凜太朗　
　　　　ダブルス　　第３位　中村匡尚・佐々木徠
●令和５年度　東北私立高等学校テニス選手権大会
　団体　準優勝（中村匡尚、和田侑優、遠藤壮真、佐々木徠、高橋比呂、
　　　　　　　　畠山侑）
　個人　シングルス　優勝　中村匡尚
●令和５年度　国民体育大会選手選考会
　優　勝　金桜汰
　第３位　小原凜太朗、中村匡尚
●令和５年度岩手県民テニス大会（少年の部）
　準優勝　佐々木徠
　第３位　遠藤壮真
●第４５回東北ジュニアテニス選手権大会
1８歳以下　
　シングルス　第３位　　小原凜太朗
　　　　　　ベスト８　金桜汰
　ダブルス　　優　勝　　小原凜太朗・金桜汰
1６歳以下
　シングルス　第３位　中村匡尚
　ダブルス　　準優勝　中村匡尚・佐々木徠　
●令和５年度　全国高等学校総合体育大会テニス競技
　団体　2回戦敗退（小原凜太朗、中村匡尚、金桜汰、柴田隼人、関雄仁）
　個人　シングルス　出場　小原凜太朗
　　　　ダブルス　出場　小原凜太朗・金桜汰
●令和５年度夏季ジュニアトーナメント
　シングルス　優　勝　中村匡尚
　　　　　　　第８位　佐々木徠
●ユニクロ　全日本ジュニアテニス選手権２0２３
1８歳以下　
　シングルス　出場　小原凜太朗
　ダブルス　　2回戦敗退　小原凜太朗・金桜汰
1６歳以下　
　シングルス　2回戦敗退　中村匡尚
　ダブルス　　出場　中村匡尚・佐々木徠
●第３0回東北秋季ジュニアテニス選手権大会
　シングルス　準優勝　　中村匡尚
　　　　　　　ベスト８　佐々木徠
　ダブルス　　出場　中村匡尚・佐々木徠
●第４３東北選抜ジュニアテニス選手権大会JOＣ全日本選抜
　シングルス　出場　中村匡尚
中学の部
●第４４回岩手県ジュニアテニス選手権大会
1４歳以下
　シングルス　準優勝　　穐本大空
　　　　　　ベスト８　原田汎己、平松煌葵
　ダブルス　　優　勝　　穐本大空・木村康誠（フジサワTC）
　　　　　　　準優勝　　原田汎己・大村恒志朗（TOYS‘TL）
　　　　　　　第３位　　平松煌葵・菅野柚吾（いちのせきＪTC）
1６歳以下
シングルス　ベスト８　佐々木勇太
ダブルス　　第３位　　佐々木勇太・大川響生（TOYS’TL）
●令和５年度　岩手県中学生テニス選手権大会
　団体　第３位（佐々木勇太、穐本大空、原田汎己、平松煌葵、千葉栄希）
　個人　ダブルス　優勝　佐々木勇太・原田汎己
●令和５年度夏季ジュニアトーナメント
　シングルス　第６位　穐本大空
●第２9回東北秋季ジュニアテニス選手権大会・RＳK選考会
　シングルス　出場　原田汎己

バスケット

●第７５回盛岡市民体育大会バスケットボール競技　高校の部
　2回戦　岩手　９２－６３　 盛岡工
　準決勝　岩手　１００－５０　盛岡商
　決　勝　岩手　９１－７８　 盛岡一　市民体優勝
●第７５回岩手県高等学校総合体育大会バスケットボール競技
　３回戦　　岩手　７５－4３　 盛岡四
　4回戦　　岩手　９６－５５ 　一関一
　準々決勝　岩手　７4－１０５　盛岡市立　ベスト８

ラグビー

●第10回全国高等学校ラグビーフットボール７人制競技（県地区予選大会）
　１回戦　岩手　１０－7　盛岡北・盛岡第三　（前半５－7、後半５－0）
　準決勝　盛岡工業　７１－0　岩手　（前半３８－0、後半３３－0）
　第３位
●第10回全国高等学校ラグビーフットボール７人制競技岩手県予選大会
　１回戦　岩手0－５２黒沢尻工業
　敗者戦　岩手２６－１２一関工業

野　　球

●第７0回春季東北地区高等学校野球岩手県大会盛岡地区予選
　１回戦　　　　　　　岩手　0－１８　盛岡第四（５C）
　敗者復活１回戦　　　岩手　１4－５　不来方　（８C）
　敗者復活2回戦　　　岩手　9－2　盛岡北　（８C）
　代表決定戦　　　　　岩手　５－7　盛岡農業
●第10５回全国高等学校野球選手権記念岩手大会
　１回戦　　　　　　　岩手　１１－１　一関修紅（５C）
　2回戦　　　　　　　岩手　2－9　盛岡商業（８C）
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桜
同
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大
き
な
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目
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な
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た
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そ
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は

設
立
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周
年
を
迎
え
大
き
な
折

り
返
し
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迎
え
た
か
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あ
る
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窓
生
一
丸
と
な
っ
て
、

こ
の
記
念
す
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こ
と
に
対
し

て
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々
の
記
念
行
事
を
計
画

し
、
実
施
し
た
。
今
回
の
会
報

は
、
そ
の
記
念
行
事
特
集
号
に

な
り
、
一
面
だ
け
カ
ラ
ー
印
刷

し
て
皆
様
に
お
届
け
す
る
こ
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に
な
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た
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◆
今
世
紀
最
大
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思
わ
れ
る
災

難
は
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あ
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、
新
型
コ
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禍
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そ
の
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一
つ
と
し
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最
大
で
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な
か
っ
た
の
か
と
思

わ
れ
る
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合
の
自
粛
が
続
き
、

同
窓
会
関
係
で
も
同
期
会
、
支

部
の
会
合
等
同
窓
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が
３

年
間
停
滞
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
。
４
年
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で
や
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と
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態
に
戻
り
同
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会
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も
少
し
ず
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開
催
さ
れ
る
よ
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に
な
っ
た

昨
今
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あ
る
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◆
会
報
発
行
の
目
的
の
一
つ
に

同
窓
会
行
事
と
各
同
期
会
、
支

部
等
の
情
報
を
同
窓
生
に
お
届

け
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い

る
だ
ろ
う
行
事
の
情
報
は
ほ
ん

の
僅
か
で
、
大
半
は
当
局
に
届

い
て
い
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

ど
う
か
遠
慮
せ
ず
事
務
局
に
ご

連
絡
い
た
だ
き
た
い
。
情
報
の

骨
子
は
開
催
年
月
日
、
場
所
そ

し
て
内
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を
大
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把
に
連
絡
い

た
だ
け
れ
ば
当
方
で
記
事
と
し

て
作
れ
ま
す
の
で
皆
様
の
情
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を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
情
報
伝
達
手
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と
し
て
会
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の
ほ
か
に
同
窓
会
ホ
ー
ム
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ー

ジ
が
あ
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ま
す
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最
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は
多
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同
窓
生
の
皆
さ
ん
は
ス
マ
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ト
フ
ォ
ン
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お
持
ち
の
よ
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す
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、
よ
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簡
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ー
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覧
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た
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よ

う
に
「
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R
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ー
ド
」
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す
る
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と
に
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し
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。
会
報

で
取
り
上
げ
き
れ
な
い
同
窓
会

情
報
、
母
校
の
情
報
が
簡
単
に

ご
覧
い
た
だ
れ
る
も
の
と
確
信

し
て
い
ま
す
の
で
是
非
利
用
し

て
頂
き
た
く
ご
案
内
を
申
し
上

げ
ま
す
（
４
ペ
ー
ジ
参
照
）。


